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【
要
約
】
　
清
朗
の
官
僚
の
肩
書
き
に
は
、
頻
繁
に
「
加
護
」
が
現
れ
る
。
こ
れ
は
、
様
々
な
褒
賞
の
一
つ
を
形
成
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
明
代
に

は
ほ
と
ん
ど
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
の
制
度
は
、
弾
初
か
ら
霧
島
年
間
に
か
け
て
、
整
備
さ
れ
ま
た
変
質
し
、
当
初
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
上
昇
さ
せ

る
褒
賞
と
し
て
の
価
値
を
失
っ
て
い
く
。
し
か
し
逆
に
官
僚
の
処
分
と
の
相
殺
措
置
が
次
第
に
整
頓
さ
れ
、
そ
こ
に
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
そ

の
た
め
に
、
清
代
の
官
僚
は
掲
納
を
通
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
加
級
を
入
手
し
、
処
分
に
備
え
た
。
清
朝
国
家
が
取
っ
た
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
の
巧
緻
さ
は
、

伝
統
開
国
に
一
貫
す
る
官
僚
機
構
の
強
靱
さ
を
支
え
た
一
つ
の
柱
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
四
巻
六
号
　
二
〇
〇
㎜
年
＝
月
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緒

口

　
趙
弘
墜
は
、
康
煕
四
十
三
年
目
一
七
〇
四
）
に
河
南
巡
撫
に
昇
進
し
て
以
来
、
康
煕
六
十
一
年
（
一
七
ニ
ニ
）
に
死
去
す
る
ま
で
、
直
隷
巡
撫

等
を
ほ
と
ん
ど
二
十
年
近
く
に
わ
た
っ
て
勤
め
上
げ
た
、
著
名
な
官
僚
で
あ
る
。

　
今
彼
の
河
南
歯
群
昇
進
後
の
正
式
な
肩
書
き
の
変
化
を
噛
康
煕
朝
漢
文
殊
批
奏
摺
彙
編
』
よ
り
編
年
で
追
っ
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る

（
な
お
日
付
は
、
そ
の
肩
書
き
が
始
め
て
現
れ
る
奏
摺
の
日
付
で
あ
る
）
。
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・
康
煕
四
十
四
年
（
一
七
〇
五
）

　
　
五
月
二
十
一
日
付
　
　
　
　
巡
撫
河
南
等
処
地
方
提
督
軍
務
兼
理
河
道
都
察
院
右
副
都
御
史
加
四
級

　
　
九
月
　
　
八
日
付
　
　
　
　
巡
撫
河
南
等
処
地
方
提
督
軍
務
兼
理
河
道
都
察
院
右
副
都
御
史
加
七
級

こ
の
年
彼
は
直
隷
巡
撫
に
任
命
さ
れ
た
。

・
康
煕
四
十
・
五
年
（
一
七
〇
六
）

　
　
三
月
　
　
三
日
付

　
　
　
　
巡
撫
直
隷
等
処
地
方
管
轄
紫
荊
密
雲
等
関
隣
県
理
軍
務
兼
理
糧
餉
無
意
院
親
臨
都
御
史
加
七
級

・
康
煕
四
十
⊥
ハ
年
（
～
七
〇
七
）

　
　
四
月
　
十
二
日
付

　
　
　
　
巡
撫
直
隷
等
処
地
方
管
轄
紫
荊
密
雲
等
関
隙
賛
理
軍
務
兼
理
糧
餉
緑
虫
院
右
副
都
御
史
加
九
級

・
康
煕
五
十
三
年
（
一
七
一
四
）

　
　
十
一
月
　
　
十
日
付

　
　
　
　
巡
撫
直
隷
等
処
地
方
管
轄
紫
荊
密
雲
紬
織
隙
賛
理
軍
務
兼
理
糧
餉
都
察
院
右
副
都
御
史
加
九
級
又
加
四
級

そ
し
て
康
煕
五
十
四
年
、
十
年
に
渉
る
巡
撫
勤
め
に
対
し
、
総
督
街
を
加
え
ら
れ
た
。

・
康
煕
五
十
四
年
（
　
七
～
五
）

　
　
三
月
　
十
一
日
付
　
　
　
　
　
　
総
督
管
理
直
瓢
箪
即
事
務
都
察
院
右
副
都
御
史
加
九
級
又
加
四
級

　
　
三
月
二
十
一
日
付
総
督
管
理
直
題
画
即
事
務
兵
部
右
侍
郎
兼
都
察
院
右
副
都
御
史
加
九
級
又
加
四
級

・
康
煕
五
十
五
年
（
一
七
一
六
）

　
　
五
月
二
十
三
日
付
　
　
　
　
総
督
管
理
直
紬
織
撫
事
務
兵
部
右
侍
郎
兼
題
察
院
右
副
都
御
史
加
十
級
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そ
の
後
、
康
煕
六
十
一
年
四
月
の
奏
摺
ま
で
肩
書
き
に
変
化
は
な
い
。
先
も
述
べ
た
よ
う
に
、
康
煕
六
十
…
年
彼
は
死
去
し
、
そ
の
残
務
を
処

理
す
る
形
で
、
兄
弘
燦
の
子
、
之
垣
が
直
隷
巡
撫
を
代
理
し
た
が
、
至
正
帝
に
な
っ
て
、
「
庸
劣
」
と
の
理
由
で
解
任
さ
れ
て
い
る
。

　
本
小
考
は
、
彼
の
肩
書
き
に
も
見
え
る
「
曳
縄
」
制
度
の
内
容
・
変
遷
を
論
じ
、
併
せ
て
他
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
手
段
に
も
言
及

す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
官
僚
社
会
内
で
の
上
昇
を
も
た
ら
す
、
国
家
が
用
意
し
た
多
様
な
形
式
と
、
官
僚
社
会
を
貫
く
安
定
す
べ

き
秩
序
・
上
下
関
係
と
の
問
で
、
な
る
べ
く
公
平
に
、
か
つ
無
理
な
く
受
容
で
き
る
現
実
的
な
制
度
の
形
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
人
々
の
形
跡

と
営
為
、
そ
し
て
そ
こ
に
存
在
す
る
細
や
か
な
配
慮
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
の
「
加
某
級
」
と
い
う
肩
書
き
を
持
つ
例
は
、
町
代
の
史
料
上
で
は
、
そ
れ
こ
そ
ど
こ
で
も
目
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
明
代

に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
探
し
出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
二
章
の
註
①
で
言
及
す
る
よ
う
に
、
明
代
に
萌
芽
が
あ
る
こ
と
は
疑
い

な
い
の
だ
が
、
事
実
上
清
代
に
入
っ
て
か
ら
発
展
し
て
制
度
化
さ
れ
た
も
の
と
言
っ
て
も
大
凡
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
た
だ
、
管
見
の
限
り
、
こ
の
「
加
級
」
に
つ
い
て
の
先
行
概
要
は
存
在
し
な
い
。
こ
れ
は
清
代
官
僚
制
研
究
全
般
に
肥
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、

近
年
研
究
に
著
し
い
進
歩
の
見
ら
れ
る
「
舞
納
制
度
」
を
除
け
ば
、
「
署
職
制
度
」
「
候
補
制
度
」
「
罰
俸
制
度
」
「
保
挙
制
度
」
と
い
っ
た
、
幾

代
密
僚
制
・
人
事
制
度
を
語
る
上
で
鍵
と
な
る
棚
度
の
ど
れ
に
つ
い
て
も
、
十
分
に
満
足
の
い
く
硬
究
は
な
く
、
凡
そ
百
年
前
に
編
纂
さ
れ
た

『
清
国
行
政
法
』
（
一
九
〇
五
～
一
五
年
）
の
水
準
を
抜
く
も
の
で
は
な
い
。

　
本
小
考
で
取
り
扱
う
加
級
制
度
は
、
清
代
官
僚
機
構
・
人
事
制
度
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
網
の
目
の
一
つ
で
し
か
な
い
が
、
他
面
、
以
上
の
よ

う
な
鍵
と
な
る
諸
制
度
が
多
か
れ
少
な
か
れ
関
係
を
持
つ
結
節
点
の
一
つ
で
も
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
で
も
端
々
で
紀
録
制
度
、
降
級
制
度
、
罰

俸
制
度
と
い
っ
た
重
要
な
他
問
題
に
も
触
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
点
に
お
い
て
、
こ
の
「
加
級
」
制
度
は
、
清
代
の
官
僚
制
度
の
、
ひ
い
て
は
伝
統
中
国
に
お
け
る
官
僚
制
度
の
特
質
を
い
さ
さ
か
な

り
と
も
解
明
す
る
上
で
、
小
さ
い
な
が
ら
も
一
つ
の
突
破
口
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
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①
た
だ
し
、
6
ぎ
ヨ
霧
｝
竃
①
浄
N
α
Q
①
「
曽
§
免
再
伸
免
ミ
ミ
9
鷺
ミ
憩
§
§
駄
9
㍊
轟

　
b
ロ
ミ
§
§
爲
受
．
卜
§
ト
さ
§
§
黛
§
蹴
9
ミ
§
§
§
欺
§
臨
鶏
ミ
黄
団
舞
盃
a

¢
臥
く
①
碧
落
鴫
雲
影
ω
も
。
り
一
⑩
刈
G
。
は
、
特
に
O
冨
讐
鐙
緊
”
（
ω
）
O
に
お
い
て
、
簡
略
で

は
あ
る
け
れ
ど
も
書
及
し
て
お
り
参
考
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
官
僚
の
「
本
官
」
と
「
街
」
「
正
俸
」

　
そ
も
そ
も
「
級
」
と
は
、
正
・
従
各
一
品
階
を
そ
れ
ぞ
れ
一
級
と
数
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
官
は
九
品
に
分
け
ら
れ
、
各
々
正
・
従
（
二
系
統
）
に
分
繋
さ
れ
、
級
は
十
八
、
九
品
に
及
ば
な
い
も
の
を
未
入
側
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
清
史
稿
撫
巻
一
百
十
四
、
職
官
～
、
吏
部
）

　
　
中
書
（
明
代
で
は
従
七
品
）
は
考
満
十
二
年
に
し
て
、
や
っ
と
三
級
を
陞
っ
て
主
事
（
正
六
品
）
と
な
る
。
　
（
噸
万
暦
濫
獲
編
』
、
任
子
為
郎
官
）

と
い
う
史
書
の
記
載
は
、
そ
れ
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　
で
は
一
体
、
「
加
級
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
実
態
を
持
つ
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
官
僚
の
何
に
「
更
級
」
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
こ

と
を
検
討
す
る
為
に
は
、
官
僚
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
示
す
諸
要
素
に
つ
い
て
、
ま
ず
若
干
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
簾
　
　
「
本
官
」
と
「
兼
街
」
「
加
街
」

　
一
般
的
に
清
代
の
官
僚
は
、
一
つ
の
官
人
と
し
て
の
官
品
を
示
す
「
衝
」
（
肩
書
き
）
を
帯
び
、
本
人
の
「
職
任
」
（
実
際
に
職
権
を
行
使
し
て

遂
行
す
べ
き
職
務
）
を
示
す
「
鉄
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
所
謂
「
職
事
宮
」
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
街
」
と
「
訣
」
の
複
合
に
よ
っ
て

形
成
ざ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
（
今
は
「
箸
事
官
」
（
事
務
代
理
）
等
を
省
き
、
最
も
単
純
な
も
の
を
想
定
す
る
）
。
そ
し
て
、
官
僚
は
、
こ
の
官
品

を
示
す
「
衛
」
の
ラ
ン
ク
に
照
ら
し
て
「
頂
帯
」
（
三
子
と
腰
帯
）
を
発
給
さ
れ
る
。
ま
た
こ
の
官
品
は
俸
禄
を
受
け
取
る
際
の
「
無
禄
階
」
と

も
な
る
。
例
え
ば
、
あ
る
官
僚
が
某
県
知
県
に
任
命
さ
れ
た
場
合
、
彼
は
、
正
七
品
の
黒
人
と
し
て
、
「
霊
亀
知
県
」
歓
に
て
知
県
と
し
て
の

遥
任
を
遂
行
す
る
。
そ
し
て
彼
は
黄
頂
子
を
戴
き
（
正
七
晶
の
官
人
を
示
す
）
、
正
七
品
と
し
て
の
「
正
嘉
」
（
官
邸
に
対
応
し
た
戸
部
規
定
の
俸
銀
。
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所
謂
「
柴
薪
銀
」
な
ど
の
公
務
遂
行
上
の
補
助
費
は
含
ま
な
い
。
）
を
受
け
る
。
こ
れ
ら
は
基
本
的
に
一
対
　
に
対
応
し
て
　
定
の
平
衡
関
係
を
維
持

し
て
お
り
（
無
論
正
七
品
富
な
ら
必
ず
知
県
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
）
、
ま
と
め
て
一
つ
の
「
本
官
」
を
形
成
し
て
い
る
。

　
通
常
官
僚
が
昇
進
し
た
り
、
ま
た
国
家
が
優
遇
を
示
す
と
い
っ
た
、
広
い
意
味
で
の
官
僚
社
会
内
で
の
上
昇
を
結
果
す
る
場
合
、
こ
の
「
本

宮
」
を
構
成
す
る
一
つ
な
い
し
複
数
の
要
素
が
上
昇
す
る
か
、
ま
た
は
そ
の
「
本
官
」
の
外
に
な
ん
ら
か
の
ス
テ
ー
タ
ス
要
素
を
付
与
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
。
こ
の
内
、
「
本
官
」
を
形
成
す
る
要
素
が
す
べ
て
一
律
に
上
昇
す
る
場
合
、
則
ち
最
も
一
般
的
に
昇
進

と
み
な
さ
れ
る
場
合
、
を
「
陞
用
」
と
い
う
。

　
し
か
し
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
よ
う
に
、
ポ
ス
ト
の
不
足
、
及
び
そ
れ
に
伴
う
陞
遷
人
事
の
重
層
的
な
停
滞
（
「
墾
滞
」
）
を
幾
分
か
は
緩
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

さ
せ
る
手
段
と
し
て
、
ま
た
所
謂
分
不
相
応
の
観
点
（
「
俸
浅
之
員
」
で
あ
る
か
ら
、
盗
用
に
は
早
す
ぎ
る
等
）
か
ら
、
ま
た
実
際
に
後
任
を
得
難
い

と
い
っ
た
様
々
な
現
実
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
、
こ
の
「
下
用
」
以
外
に
も
、
い
く
つ
も
の
態
様
を
異
に
す
る
上
昇
形
態
（
こ
れ
に
所
謂
格
式
を

高
め
る
程
度
の
も
の
を
含
め
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
）
が
準
備
さ
れ
た
。
例
と
し
て
、
以
下
に
そ
の
中
で
大
き
な
位
置
を
占
め
る
「
加
街
（
催
事
）
」
と

「
兼
街
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
よ
う
。

◎
「
加
衝
」

　
周
知
の
よ
う
に
、
「
加
街
」
と
「
塑
造
」
は
、
前
者
が
特
定
の
人
間
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
あ
る
特
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

の
官
に
あ
る
者
は
、
基
本
的
に
必
ず
こ
の
肩
書
き
を
所
有
す
る
と
い
う
一
点
に
お
い
て
、
全
く
大
き
く
区
別
さ
れ
る
。
ま
ず
二
者
の
内
の
「
加

街
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

　
「
加
街
（
陞
街
ご
は
、
大
き
く
二
つ
の
種
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
分
か
り
や
す
い
。

　
一
つ
は
、
「
本
官
」
の
外
に
与
え
る
場
合
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
に
該
当
す
る
個
人
は
、
「
加
街
」
以
外
に
「
本
官
」
を
所
有
し
て
い
る
。
つ

ま
り
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
「
本
官
」
の
外
に
付
与
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
次
に
扱
う
「
兼
街
」
と
類
似
し
た
性
質
を
帯
び
て
い
る
と
い

っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
格
式
を
高
め
優
寵
を
示
す
手
段
と
し
て
、
最
も
簡
便
な
も
の
の
一
つ
と
い
っ
て
よ
い
。
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ま
ず
最
も
よ
く
知
ら
れ
た
も
の
は
、
立
師
・
太
傅
・
太
保
、
少
師
・
少
傅
・
少
保
、
太
子
太
師
・
太
子
太
笛
・
太
子
太
保
、
太
子
少
量
・
太

子
少
傅
・
太
子
少
保
、
と
い
う
「
宮
街
」
と
呼
ば
れ
る
、
官
制
上
名
目
し
か
な
い
官
名
を
付
加
す
る
も
の
で
、
特
命
に
て
恩
賜
さ
れ
た
り
、
死

後
の
贈
典
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
「
凝
結
」
以
外
に
も
、
「
本
官
」
の
外
に
加
街
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
具
体

例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
食
前
元
年
に
郭
嵩
欝
が
出
立
英
国
大
臣
に
任
命
さ
れ
て
以
降
、
さ
ま
ざ
ま
な
官
員
を
海
外
に
派
遣
す
る
に
あ
た
っ
て
、
常
に
議
論
の
的
と
な

っ
た
の
は
、
彼
ら
を
ど
の
よ
う
な
身
分
・
肩
書
き
で
出
使
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
歴
代
「
出
彊
す
る
際
に
は
、
尊
官
を
借
り
て
そ

の
使
節
の
重
き
を
示
す
」
（
『
万
暦
野
獲
編
』
巻
十
一
、
借
多
出
使
）
と
い
う
の
が
通
例
で
あ
り
、
宋
朝
が
遼
・
金
箸
に
遣
使
す
る
場
合
も
、
ま
た

明
朝
が
琉
球
に
使
節
を
派
遣
す
る
際
も
、
必
ず
本
官
で
は
な
く
粛
々
す
る
こ
と
を
常
と
し
た
。

　
こ
の
光
輪
年
間
の
議
論
は
、
出
幽
す
る
官
員
に
対
し
て
、
何
を
ど
こ
ま
で
付
与
す
る
か
と
い
う
の
が
議
論
の
焦
点
で
あ
る
。
時
の
内
閣
学
士

周
徳
潤
は
、
「
頂
戴
を
付
与
す
る
の
は
か
ま
わ
な
い
し
、
帰
国
後
使
用
す
る
の
も
か
ま
わ
な
い
が
、
一
切
の
陞
等
は
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
」

と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
。
彼
に
い
わ
せ
れ
ば
、
「
出
撃
す
る
ぐ
ら
い
で
、
に
わ
か
に
中
央
衙
門
の
高
官
ラ
ン
ク
に
仲
問
入
り
す
る
（
「
卿
班
を
踏

む
」
）
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
り
、
琉
球
や
安
南
使
節
と
岡
様
、
頂
戴
と
服
飾
だ
け
一
品
嘗
の
も
の
を
利
用
さ
せ
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
皇
帝
か
ら
諮
問
さ
れ
た
、
時
の
総
署
大
臣
変
動
等
は
「
琉
球
や
安
南
と
同
列
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
三
品
以
下
の
出
使

各
員
に
は
、
二
品
の
頂
戴
を
与
え
、
併
せ
て
京
卿
街
を
加
え
、
一
律
に
本
宮
で
も
っ
て
出
使
さ
せ
れ
ば
良
い
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
二
階
を
さ
せ

る
必
要
は
な
い
。
」
と
い
う
見
解
を
述
べ
た
（
晃
緒
言
奏
摺
暁
光
緒
十
年
（
一
八
八
四
）
五
月
一
日
付
変
質
奏
摺
）
。

　
こ
の
非
常
に
興
味
深
い
一
連
の
議
論
か
ら
、
ま
ず
、
「
本
官
」
の
一
律
上
昇
、
則
ち
「
陞
用
」
は
、
何
に
も
ま
し
て
重
い
も
の
と
み
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
即
座
に
感
得
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
「
加
街
」
が
続
き
、
「
頂
戴
」
の
発
給
な
ど
は
、
例
え
一
品
官
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

さ
し
て
問
題
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
な
に
も
対
外
的
な
体
面
の
み
を
考
慮
し
て
な
さ
れ
た
魚
雷
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
帰
国
後
使

用
す
る
の
も
か
ま
わ
な
い
」
と
い
う
発
言
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
他
面
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
「
本
官
」
が
上
昇
す
れ
ば
、
当
然
そ
の
構
成
要
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素
と
し
て
の
「
街
」
も
「
頂
帯
」
も
上
昇
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
逆
に
、
高
位
の
頂
戴
や
街
を
使
用
し
て
い
て
も
、
平
衡
す
る
「
本
宮
」
を
所

有
し
て
い
る
と
は
必
ず
し
も
限
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
方
則
師
は

　
　
…
…
軍
事
行
動
（
太
平
天
国
の
乱
を
指
す
）
が
あ
っ
て
以
来
、
掲
例
は
日
増
し
に
増
え
て
い
る
。
各
論
に
は
掲
納
で
虚
街
（
職
任
を
伴
わ
な
い

　
　
名
目
だ
け
の
街
）
を
入
手
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
条
例
が
あ
っ
て
、
近
頃
で
は
知
県
で
同
知
・
知
力
の
三
生
を
使
用
し
な
い
も
の
は
お
ら

　
　
ず
、
七
品
の
索
溝
な
ど
、
大
勢
の
中
で
二
三
人
に
過
ぎ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
咽
蕉
軒
随
録
』
四
三
、
知
県
下
衝
）

と
陳
べ
、
こ
の
あ
と
「
名
器
の
濫
、
是
れ
宜
し
く
省
く
べ
き
な
り
。
」
と
嘆
息
す
る
。
こ
こ
に
は
低
い
「
本
官
」
で
あ
り
な
が
ら
、
よ
り
高
位

の
頂
戴
を
纏
い
、
街
を
帯
び
る
こ
と
が
常
態
で
さ
え
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
『
蕉
軒
随
録
』
の
記
事
で
は
、
「
無
稽
（
損

納
で
手
に
入
れ
た
掲
衛
）
」
に
よ
っ
て
、
頂
戴
・
服
飾
が
相
当
の
も
の
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
つ
ま
り
先
に
見
た
総
署
大
臣
変

災
等
の
意
見
も
「
京
卿
街
（
従
三
品
以
下
）
」
の
加
街
に
よ
っ
て
、
冠
服
も
相
当
の
も
の
に
変
化
す
る
が
、
頂
戴
は
更
に
上
昇
さ
せ
て
二
品
の
も

の
を
使
用
さ
せ
る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
さ
て
、
次
に
本
官
の
構
成
要
素
で
あ
る
「
街
」
を
上
昇
さ
せ
る
「
加
州
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。
こ
の
場
合
、
本
官
の
「
街
」
の
ラ
ン

ク
よ
り
も
上
級
の
「
街
」
を
与
え
ら
れ
る
場
合
が
常
で
あ
る
か
ら
、
「
陞
街
」
と
も
表
現
さ
れ
る
。

　
こ
の
ケ
ー
ス
の
「
加
衛
（
陞
街
）
」
の
中
で
、
「
街
」
の
み
が
上
昇
し
、
職
任
は
現
在
の
ま
ま
遂
行
す
る
（
「
留
任
」
）
こ
と
を
「
塗
装
留
任
」

と
い
い
、
し
ば
し
ば
「
鐙
選
則
例
」
等
の
規
定
に
も
現
れ
る
。
こ
れ
は
、
特
に
総
督
・
巡
撫
（
以
下
督
撫
と
略
称
）
や
中
央
衙
門
の
堂
官
（
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

官
・
次
官
）
が
有
能
な
官
員
を
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い
と
き
や
、
ま
た
適
切
な
後
任
を
得
難
い
場
合
を
想
定
し
て
い
る
。

　
た
だ
、
史
料
上
に
現
れ
る
実
例
と
し
て
は
、
「
留
任
」
に
な
る
以
外
に
、
「
陞
街
」
と
同
時
に
別
の
雲
霞
を
遂
行
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
「
陞
街
」
の
性
質
を
よ
く
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
幾
つ
か
実
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
①
「
陞
衝
留
任
」
の
例
”
直
隷
巡
道
で
あ
っ
た
常
徳
寿
は
、
巡
撫
李
維
均
の
奏
請
に
よ
り
、
雍
正
帝
か
ら
、
平
温
さ
せ
た
上
で
俸
禄
を
与
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
　
そ
の
ま
ま
職
任
を
遂
行
さ
せ
る
こ
と
（
「
加
う
る
に
陞
街
を
以
て
食
感
せ
し
め
、
傍
ほ
原
任
に
留
む
」
）
を
認
め
ら
れ
た
。
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②
「
陞
街
留
任
」
の
例
”
明
朝
か
ら
戸
部
職
を
務
め
て
き
た
戸
部
中
中
（
正
五
晶
）
蓋
置
酢
（
後
に
戸
部
尚
書
と
な
る
）
は
、
「
賦
役
全
書
」
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
　
纂
に
当
た
っ
て
、
戸
部
か
ら
「
加
街
」
の
上
、
そ
の
ま
ま
更
に
長
く
職
任
を
遂
行
さ
せ
る
こ
と
（
「
加
衛
久
任
」
）
を
奏
請
さ
れ
た
。
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
結
果
、
ま
ず
太
僕
寺
小
暑
（
正
四
品
）
街
を
加
え
ら
れ
、
そ
の
後
書
に
太
僕
寺
卿
（
従
三
品
）
街
を
与
え
ら
れ
、
順
治
十
年
（
一
六
五
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
　
三
月
、
戸
部
右
侍
郎
に
陞
用
さ
れ
た
。

特
に
王
弘
酢
の
例
（
②
）
は
「
街
」
の
性
質
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
彼
は
太
僕
寺
卿
街
を
加
平
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
細
心
寺
卿
奉
祀
戸

部
郎
中
事
」
と
し
て
、
戸
部
の
職
任
を
遂
行
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
言
う
ま
で
も
な
く
、
太
虚
寺
の
職
任
と
は
一
切
関
係
が
な
く
、
ま
た
こ
の

間
、
陞
用
さ
れ
た
忙
裡
寺
卿
が
別
に
い
る
（
黄
五
爵
、
他
）
。
即
ち
、
元
来
陞
属
し
て
し
か
る
べ
き
人
材
に
対
し
て
、
陞
街
に
よ
っ
て
肩
書
き
を

付
与
し
て
官
人
と
し
て
の
ラ
ン
ク
を
上
げ
、
官
僚
社
会
で
の
上
昇
を
当
人
に
与
え
つ
つ
、
同
時
に
事
務
効
率
上
の
適
材
適
所
を
も
充
た
す
よ
う

に
留
任
と
い
う
人
事
が
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
た
陞
衝
の
上
で
、
某
か
の
職
任
を
管
理
遂
行
さ
せ
る
こ
と
を
「
経
歴
管
事
」
と
い
い
（
即
ち
②
の
例
も
こ
れ
に
該
当
す
る
）
、
陞
街
の
上
で
、

同
晶
級
の
他
面
に
遷
る
（
「
調
」
「
響
胴
」
と
い
う
）
場
合
を
「
陞
街
調
任
」
と
い
い
、
共
に
し
ば
し
ば
史
料
に
現
れ
る
の
で
、
こ
の
例
も
挙
げ
て

お
こ
う
。

　
③
「
陞
街
憂
事
」
の
例
”
帰
徳
府
通
塞
（
正
六
品
）
祖
承
合
は
、
河
南
巡
撫
石
文
悼
に
よ
っ
て
奏
請
さ
れ
、
同
知
街
を
二
審
さ
れ
た
上
で
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
　
理
祥
符
県
事
の
任
に
当
て
ら
れ
た
（
な
お
こ
の
場
合
、
仁
徳
府
通
判
は
原
任
扱
い
と
な
る
）
。

　
④
「
陞
街
調
査
」
の
例
”
延
安
息
葭
子
で
あ
っ
た
沈
廷
正
（
後
の
貴
州
巡
撫
）
は
、
雍
正
帝
よ
り
「
居
官
声
名
甚
好
」
と
し
て
、
道
街
を
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
　
街
さ
れ
西
安
府
知
府
に
遷
っ
た
。

上
記
の
四
例
は
、
典
型
的
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
一
風
変
わ
っ
た
例
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
見
て
お
こ
う
。

　
⑤
「
陞
街
管
事
」
の
特
例
一
劉
正
遠
の
例
。
彼
は
、
山
東
青
州
府
臨
胸
県
の
出
身
で
、
康
煕
五
十
一
年
（
一
七
一
二
）
二
審
科
に
三
甲
百
二

　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
名
で
合
格
し
た
。
彼
は
恐
ら
く
候
選
知
県
（
知
県
の
資
格
を
所
有
し
て
、
何
処
の
知
県
に
任
命
さ
れ
る
か
、
客
部
の
野
選
の
順
番
を
待
っ
て
い
る
も
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⑬

　
　
の
）
に
い
さ
さ
か
長
く
あ
っ
た
後
、
康
煕
六
十
㎝
年
、
江
南
宿
暴
落
知
県
に
任
命
さ
れ
た
（
乾
隆
『
江
南
通
志
臨
巻
一
百
八
、
職
富
志
、
文
職

　
　
十
）
。
そ
こ
で
、
土
工
を
滞
留
し
た
事
件
に
引
っ
か
か
り
、
～
旦
免
職
（
「
革
職
」
）
処
分
と
な
っ
た
（
雍
正
五
年
（
～
七
二
七
）
十
二
月
）
。
と

　
　
こ
ろ
が
雍
正
六
年
（
｝
七
二
八
）
三
月
引
見
の
結
果
、
雍
正
帝
の
目
に
か
な
い
、
～
転
漸
漸
総
督
李
衛
に
渡
し
て
同
知
か
欝
欝
と
し
て
試

　
　
用
す
る
よ
う
に
、
と
旨
が
降
る
。
そ
し
て
、
ほ
ど
な
く
言
忌
四
月
二
四
日
、
今
度
は
広
東
に
送
ら
れ
、
同
音
街
を
加
街
さ
れ
、
肇
甲
府
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
　
任
務
に
当
た
る
よ
う
に
と
の
上
諭
が
あ
っ
た
。

彼
の
肩
書
き
を
正
式
に
書
く
と
「
肇
認
識
叢
書
知
街
管
甲
府
此
丈
正
遠
」
と
な
る
（
『
世
宗
憲
皇
帝
殊
批
諭
旨
一
巻
二
百
五
＋
一
、
雍
正
九
年
八
月
二

十
四
日
付
広
東
巡
撫
那
彌
達
謹
奏
）
。
な
お
、
乾
隆
『
広
東
通
志
』
巻
二
十
九
、
職
官
志
望
の
肇
面
懸
知
略
の
項
は
、
劉
正
遠
を
藩
府
と
し
て
列
労

す
る
。
確
か
に
彼
が
「
管
笛
慶
嘉
知
諸
事
」
と
し
て
職
務
を
遂
行
し
て
い
た
時
、
「
誰
が
肇
慶
府
知
府
で
あ
っ
た
か
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、
劉
正

遠
で
あ
っ
た
と
斎
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
彼
の
履
歴
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
彼
と
、
「
陞
用
」
に
よ
っ
て
「
知
府
」
に
任
命
さ
れ
た

官
僚
と
は
、
同
じ
知
府
の
項
に
列
名
さ
れ
て
い
て
も
、
実
際
の
人
事
・
履
歴
上
は
な
か
な
か
越
え
が
た
い
差
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
や
は
り
注
意

す
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

　
ま
た
、
「
陞
街
」
が
同
時
に
「
陞
用
」
と
な
る
場
合
も
当
然
存
在
す
る
。

　
⑥
「
陞
古
血
用
」
の
例
”
康
煕
帝
の
寵
臣
で
あ
り
詩
人
と
し
て
も
著
名
な
高
士
奇
の
例
。
康
煕
十
六
年
（
一
六
七
七
）
十
一
月
十
八
日
、
そ

　
　
れ
ま
で
石
音
府
録
事
（
従
九
品
）
で
あ
っ
た
彼
に
、
「
内
閣
中
書
」
（
正
七
品
）
を
加
質
し
、
さ
ら
に
正
六
品
俸
を
支
給
す
る
と
の
諭
が
降
っ

　
　
⑮

　
　
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

こ
の
結
果
の
彼
の
肩
書
き
を
正
確
に
記
す
と
、
「
内
閣
撰
文
中
書
舎
人
支
正
六
中
本
高
士
奇
」
と
な
る
。
こ
れ
で
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
加
街

に
よ
っ
て
、
「
本
官
」
が
上
昇
し
、
彼
は
中
書
舎
人
に
陞
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
は
「
凡
そ
加
街
は
、
特
恩
よ
り
出
で
、
定
秩
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

し
。
」
（
雍
正
『
欽
定
吏
部
鐙
選
手
官
則
例
』
巻
三
、
陞
衡
留
任
、
田
鰻
）
と
い
う
八
街
の
一
面
を
如
実
に
伝
え
て
い
よ
う
。

　
な
お
こ
れ
ら
の
「
加
街
」
は
「
本
官
」
を
構
成
す
る
「
街
」
が
上
昇
す
る
場
合
で
あ
る
か
ら
、
白
帯
等
も
、
「
画
論
」
に
照
ら
し
て
発
給
さ
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れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
②
の
場
合
は
、
加
街
に
よ
っ
て
正
五
品
↓
正
四
品
↓
従
三
品
と
頂
並
等
は
上
昇
し
た
で
あ
ろ
う

し
、
③
と
⑤
の
場
合
は
職
任
こ
そ
違
う
も
の
の
寒
帯
等
は
同
知
街
（
正
五
品
）
の
も
の
を
、
ま
た
④
の
場
合
は
道
街
の
も
の
を
発
給
さ
れ
た
と

　
　
　
　
⑱

考
え
ら
れ
る
。

◎
兼
街

　
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
「
兼
街
」
と
は
、
あ
る
特
定
の
官
に
あ
る
者
は
、
基
本
的
に
必
ず
こ
の
肩
書
き
を
所
有
す
る
と
い
う
一
点
に
お
い

て
、
「
加
街
」
と
は
区
別
さ
れ
る
。

　
例
え
ば
漸
漸
が
兵
部
・
都
邑
院
の
堂
官
を
「
兼
街
」
す
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
「
兼
街
」
は
、
一
般
に
某
か
の
職
制
を

遂
行
す
る
上
で
、
こ
の
「
街
」
を
持
っ
て
お
く
の
が
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
り
、
ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
、
遂
行
す

べ
き
職
務
の
限
定
性
と
正
当
性
が
付
与
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
督
撫
が
兵
部
街
と
都
察
翠
玉
を
帯
び
る
の
も
、
そ
の

制
兵
権
と
監
察
権
を
表
す
。

　
こ
の
督
礁
の
兼
街
に
つ
い
て
、
以
下
に
少
し
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。
実
は
そ
こ
に
、
意
味
の
あ
る
区
別
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
ま
ず
総
督
（
正
二
品
）
だ
が
、
乾
隆
十
四
年
以
前
は
、
尚
書
街
の
翰
墨
の
有
無
に
よ
っ
て
、
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
尚
書
街
（
従
一
品
）
を

兼
糊
す
る
者
は
、
同
時
に
草
箒
院
右
都
御
史
（
従
一
品
）
を
兼
掬
す
る
が
、
持
た
ぬ
者
は
、
兵
部
右
侍
郎
街
（
正
二
品
）
と
都
察
院
墨
黒
都
御
史

街
（
正
三
品
）
と
な
る
。
乾
隆
十
四
年
以
降
は
、
皆
策
謀
御
史
を
兼
脱
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
尚
書
街
を
兼
街
す
る
か
ど
う
か
は
、
童
部
が

裁
定
し
、
皇
帝
が
認
可
し
て
決
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
巡
撫
（
従
二
品
）
の
場
合
は
い
さ
さ
か
複
雑
で
、
か
つ
興
味
深
い
。
ま
ず
無
識
十
四
年
以
前
で
は
、
皆
兵
部
侍
郎
街
を
兼
面
す
る
が
、
侍
郎

か
ら
壷
鐙
に
任
じ
ら
れ
た
も
の
は
、
兵
部
右
侍
郎
街
と
三
隅
院
右
副
都
御
史
街
（
正
三
品
）
を
帯
び
る
。
こ
れ
に
対
し
、
内
閣
学
士
（
従
二
三
）

や
京
卿
（
三
品
）
、
布
政
使
（
従
二
品
）
か
ら
巡
撫
に
任
じ
ら
れ
た
も
の
は
、
右
副
都
御
史
街
の
み
で
あ
り
、
二
選
都
御
史
（
正
四
品
）
・
四
品
京

卿
・
按
察
使
（
正
三
晶
）
か
ら
巡
撫
に
任
じ
ら
れ
た
も
の
は
右
翼
都
御
史
街
（
正
四
品
）
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
乾
隆
十
四
年
以
降
は
、
侍
郎
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か
ら
任
じ
ら
れ
た
も
の
は
以
前
と
変
わ
ら
ぬ
が
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
み
な
右
副
都
御
史
街
を
兼
思
し
、
兵
部
侍
郎
街
を
兼
街
す
る
か
ど
う
か

は
、
や
は
り
購
書
の
裁
定
に
よ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
同
じ
巡
撫
で
あ
っ
て
も
、
当
然
存
在
す
る
個
々
人
の
辿
っ
た
宮
僚
履
歴
の
差
が
一

そ
れ
は
限
ら
れ
た
時
間
内
の
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
1
兼
衛
に
反
映
さ
れ
、
あ
る
程
度
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
具
体
的
な

事
例
と
し
て
、
康
煕
年
間
の
河
南
巡
撫
鹿
祐
（
康
煕
四
＋
八
年
～
五
±
工
三
十
）
と
山
東
巡
撫
蒋
陳
錫
（
康
煕
四
＋
七
年
～
四
＋
九
年
任
）
の
例
を
見

よ
う
。

　
『
万
寿
盛
典
』
巻
三
十
一
に
よ
れ
ば
、
河
南
巡
撫
鹿
祐
の
肩
書
き
は

　
　
巡
撫
河
南
等
処
地
方
提
督
軍
務
兼
理
河
道
兵
部
右
侍
郎
都
響
院
右
副
都
響
史
加
五
級
臣
落
居

で
あ
り
、
蒋
陳
錫
は

　
　
巡
撫
山
東
等
処
地
方
督
理
営
田
兼
理
軍
務
都
察
院
右
副
都
御
史
加
四
級
臣
蒋
陳
錫

で
あ
る
。
こ
の
二
人
の
内
、
鹿
祐
の
方
が
兵
部
右
侍
郎
街
を
兼
薄
し
、
蒋
陳
錫
が
兼
課
し
て
い
な
い
理
由
は
、
鹿
占
の
方
が
兵
部
左
侍
郎
か
ら

任
命
さ
れ
た
の
に
対
し
、
蒋
陳
錫
が
山
東
布
政
使
か
ら
任
命
さ
れ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
例
え
ば
、
督
撫
の
「
兼
衛
」
は
、
朝
会
の
評
言
や
黒
蓋
に
も
影
響
を
与
え
る
。
俸
銀
の
こ
と
は
次
の
節
で
ま
と
め
て
取
り
上
げ
る
の

で
、
こ
こ
で
は
班
位
の
こ
と
に
若
干
触
れ
て
お
こ
う
。

　
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
乾
隆
十
四
年
以
降
の
場
合
、
同
じ
「
総
督
」
「
星
羅
」
で
あ
っ
て
も
、
「
尚
書
街
」
を
兼
寄
す
る
か
否
か
、
ま
た
「
兵

部
侍
郎
街
」
を
兼
諾
す
る
か
否
か
、
兼
衛
に
差
別
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
班
位
も
左
右
さ
れ
る
。
福
格
『
聴
雨
叢
談
』
巻
六
に

次
の
よ
う
な
記
事
が
見
え
る
。

　
　
按
ず
る
に
、
朝
会
の
班
位
に
つ
い
て
い
え
ば
、
総
督
は
尚
書
街
を
加
音
さ
れ
て
、
や
っ
と
従
一
品
班
の
末
に
入
る
。
巡
撫
は
侍
郎
街
を
加

　
　
街
さ
れ
た
も
の
に
し
て
、
や
っ
と
二
品
班
の
末
に
入
る
。
そ
う
で
な
い
も
の
は
、
巡
撫
に
し
て
わ
ず
か
に
三
品
の
班
に
入
る
。

こ
の
こ
と
は
何
も
督
撫
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

11 （805）



　
　
部
院
衙
門
官
に
兼
街
有
れ
ば
、
則
ち
其
の
街
の
大
な
る
者
に
従
う
。
　
（
驚
異
『
大
寺
会
典
事
例
』
礼
部
七
、
朝
会
、
班
位
、
康
煕
十
六
年
題
准
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
以
上
に
よ
っ
て
、
「
兼
言
」
の
中
に
は
微
妙
な
差
違
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
り
、
官
僚
社
会
の
中
で
の
目
に
見
え
る
序
列
化
に
対
し
て
、
一

定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

第
二
節
　
「
本
官
」
と
「
正
俸
」
の
関
係
に
つ
い
て

　
官
僚
の
「
正
俸
」
は
、
着
初
に
お
い
て
は
、
一
一
晶
か
ら
従
九
品
ま
で
の
十
八
ラ
ン
ク
、
順
治
十
年
（
一
六
五
三
）
か
ら
十
三
年
（
＝
ハ
丑

六
）
の
変
革
を
経
て
、
そ
れ
以
降
は
、
一
品
か
ら
九
品
ま
で
の
九
ラ
ン
ク
に
区
分
さ
れ
て
い
た
。
原
鋼
と
し
て
（
若
干
の
無
級
の
も
の
を
除
い
て
）

一
つ
の
「
職
事
官
」
に
は
そ
れ
が
位
置
付
け
ら
れ
る
晶
階
が
一
つ
あ
り
、
同
時
に
そ
の
品
階
が
寄
禄
階
と
な
り
、
そ
の
ラ
ン
ク
に
照
ら
し
て
正

俸
は
決
定
さ
れ
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
「
本
官
」
が
某
県
知
県
な
ら
、
品
階
は
正
七
品
、
従
っ
て
正
俸
は
四
十
五
両
と
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

意
に
決
定
さ
れ
る
。
そ
し
て
現
実
に
は
、
例
え
ば
京
官
の
場
合
に
は
、
「
正
俸
」
に
同
額
の
「
恩
俸
」
が
加
わ
り
、
ま
た
正
俸
銀
～
両
毎
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

解
の
「
禄
米
」
が
加
わ
っ
て
、
所
謂
「
俸
禄
」
を
構
成
す
る
（
こ
の
場
合
を
「
双
俸
単
米
」
と
い
う
）
。

　
さ
て
、
こ
の
「
本
官
」
と
「
豆
州
」
の
関
係
を
、
俸
銀
の
受
領
期
間
と
い
う
観
点
か
ら
注
目
す
る
と
、
「
正
俸
」
が
官
僚
の
履
歴
に
与
え
る

影
響
に
関
し
て
　
つ
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
し
ば
し
ば
陞
任
人
事
の
際
に
使
用
さ
れ
る
、
「
論
難
陞
転
（
「
俸
を
論
じ
て
陞
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

す
」
。
ま
た
「
論
俸
陸
遷
」
と
も
）
」
と
い
っ
た
概
念
に
も
理
解
が
及
ぼ
う
。

　
所
謂
「
某
年
俸
満
（
俸
が
基
準
の
年
限
に
達
し
た
）
」
を
基
準
と
し
て
人
事
考
課
を
行
う
白
露
制
度
は
、
明
代
か
ら
引
き
続
き
康
煕
四
年
に
停

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

止
さ
れ
る
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
際
の
吏
部
考
功
司
の
「
考
満
疏
」
が
、
明
代
墨
黒
期
の
も
の
で
あ
る
が
題
稿
の
形
（
『
吏
部
考
功
司

題
稿
隔
）
で
残
存
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
二
種
類
の
定
型
表
現
が
見
え
る
。
一
つ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
　
正
某
品
俸
を
歴
す
る
こ
と
、
三
十
六
箇
月
。

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
も
う
～
つ
は
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⑮

　
　
某
は
正
（
従
）
何
品
、
今
該
に
（
正
）
従
某
品
に
陞
る
べ
し
。

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
実
際
に
は
、
こ
の
考
功
司
の
判
断
に
基
づ
い
て
文
選
司
の
も
と
鐙
選
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
基
準
を
満
た
す
（
例
え
ば
「
資
俸
合
例
」
と
表
現
さ
れ
る
）
と
、
ま
ず
盗
品
が
上
昇
可
能
と
な
り
、
そ
の
結
果
、

そ
の
黄
雲
に
対
応
す
る
（
「
対
晶
」
）
ポ
ス
ト
に
就
任
で
き
る
資
格
が
生
じ
る
と
い
う
順
で
あ
る
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
陞
転
の
大
き
な

要
素
の
一
つ
で
あ
る
「
俸
浅
」
「
俸
深
」
「
俸
満
」
と
は
、
原
則
と
し
て
は
「
正
副
を
何
年
も
ら
っ
た
か
」
と
い
う
こ
と
を
基
準
に
し
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
「
某
職
事
官
を
何
年
務
め
た
か
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
歴
俸
尊
命
」
と
は
い
っ
て
も
「
歴
職
某
年
」
と

は
い
わ
ぬ
こ
と
が
こ
れ
を
端
的
に
示
す
。

　
こ
の
三
品
に
よ
る
歴
俸
中
心
の
原
則
は
、
一
見
ど
ち
ら
が
主
従
で
も
い
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
現
実
に
官
僚
の
浅
膚
す
る
「
街
」

と
「
訣
」
の
平
衡
関
係
が
崩
れ
て
し
ま
う
場
合
や
、
ま
た
罰
俸
の
よ
う
な
処
分
制
度
を
理
解
す
る
上
で
は
重
要
で
あ
る
。

　
清
代
の
宮
員
処
分
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で
も
触
れ
る
が
、
大
凡
処
分
の
厳
し
い
順
に
、
「
革
職
（
免
職
）
」
「
降
級
（
妙
品
を
下
げ
る
）
」
「
罰

俸
（
俸
給
を
天
引
き
す
る
）
」
と
な
っ
て
い
る
（
実
際
に
は
多
様
な
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
の
で
更
に
複
雑
で
あ
る
）
。
こ
の
う
ち
、
降
級
処
分
を
例
に
取

り
上
げ
て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
あ
る
知
県
が
降
一
級
留
任
の
処
分
を
受
け
た
と
し
よ
う
。
そ
の
時
点
で
の
彼
は
、
官
品
を
一
級
下
げ
、
結
果
従

七
晶
俸
で
知
県
を
そ
の
ま
ま
務
め
る
こ
と
に
な
る
（
た
だ
し
、
正
七
品
と
従
七
品
は
、
正
俸
の
点
で
は
同
じ
四
十
五
両
で
あ
る
の
で
、
実
際
に
は
正
七
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

俸
と
正
八
品
俸
四
十
両
の
差
額
五
両
を
半
分
に
し
て
、
二
両
五
銭
を
布
政
司
庫
に
天
引
き
さ
れ
処
理
さ
れ
る
。
こ
れ
を
「
折
半
聖
算
（
解
）
」
と
い
う
。
）
彼
は

三
年
間
問
題
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
、
上
司
の
奏
請
に
よ
っ
て
原
級
に
戻
る
（
「
開
復
」
）
資
格
を
得
る
が
、
途
中
で
罰
俸
三
ヶ
月
の
処
分
を
受
け

た
ら
ど
う
な
る
か
。
彼
が
従
七
品
俸
三
ヶ
月
分
を
早
速
に
支
払
う
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
変
わ
り
な
く
三
年
で
開
復
出
来
る
見
込
み
が
あ
る
が
、

も
し
何
も
支
払
わ
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
は
三
年
三
ヶ
月
に
延
長
さ
れ
て
し
ま
う
（
乾
隆
『
大
清
開
脚
胴
巻
六
、
暗
部
、
考
功
清
吏
司
、
考
察
／

『
銭
穀
指
南
』
元
、
文
武
津
蟹
）
。
当
然
罰
俸
一
年
な
ら
ば
、
期
間
は
四
年
と
な
る
（
王
冠
塊
『
平
成
章
程
騙
、
降
級
、
罰
俸
、
住
俸
例
）
。

　
こ
の
極
め
て
単
純
な
処
置
は
、
あ
る
転
職
を
例
え
ば
実
際
三
年
務
め
た
と
こ
ろ
で
、
途
中
に
な
ん
ら
か
の
処
分
で
俸
給
が
止
ま
っ
た
期
間
が
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あ
っ
た
場
合
、
吏
部
の
記
録
と
し
て
は
三
年
の
扱
い
に
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
、
即
ち
俸
給
の
受
領
期
間
が
、
し
ば
し
ば
人
事
に
関
す
る
史
料
に

現
れ
る
「
年
虚
血
授
（
「
年
」
が
規
定
に
達
し
た
の
で
官
職
を
授
け
る
）
」
な
ど
と
養
う
場
合
の
「
年
」
に
該
当
し
、
履
歴
上
重
要
で
あ
る
こ
と
を
確

認
さ
せ
る
。
そ
の
意
味
で
、
乾
隆
七
年
（
一
七
四
二
）
に
、
こ
れ
か
ら
は
「
聖
職
留
任
」
（
免
職
で
は
あ
る
が
、
職
務
だ
け
は
遂
行
さ
せ
る
処
分
。
こ

の
場
合
は
「
不
食
俸
」
と
い
い
、
規
定
上
俸
銀
は
支
給
さ
れ
な
い
。
）
処
分
は
、
た
と
え
革
職
を
解
か
れ
た
後
で
も
、
「
革
職
留
任
」
中
の
期
間
を
履

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

歴
に
加
算
し
て
は
い
け
な
い
、
つ
ま
り
大
雑
把
に
表
現
す
れ
ば
、
履
歴
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
た
も
の
と
見
な
す
、
と
い
う
吏
部
の
決
定
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
上
述
の
俸
給
の
受
領
期
間
が
履
歴
に
与
え
る
影
響
を
、
離
職
留
任
処
分
に
対
し
て
以
前
よ
り
厳
密
に
適
用
す
る
こ
と

で
、
処
分
を
実
質
厳
し
い
も
の
に
す
る
判
断
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
他
面
、
こ
の
よ
う
な
現
実
の
時
間
と
記
録
上
の
期
間
の
ず
れ
は
、
限
ら
れ
た
官
僚
人
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
か
ら
、
「
革
装
」
程
の
厳
し
い
処
分
で
は
な
い
、
「
降
級
」
や
「
罰
俸
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
ず
れ
を
埋
め
た
り
緩
和
し
た
り
す
る
手
段
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

様
々
に
講
じ
ら
れ
た
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。
降
級
留
任
の
官
員
の
場
合
は
、
「
降
級
日
期
は
均
し
く
一
井
に
較
算
す
る
を
準
ず
（
降
級
中
の
期

間
も
履
歴
と
し
て
計
算
す
る
）
」
と
い
う
の
も
、
降
級
処
分
に
よ
っ
て
俸
銀
が
減
給
さ
れ
る
場
合
で
も
、
そ
の
受
領
期
間
に
つ
い
て
は
、
正
俸
に

準
じ
て
扱
う
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
、
例
え
ば
外
官
は
銭
糧
の
徴
収
な
ど
に
関
し
て
、
罰
俸
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
非
常
に
多
か
っ
た
こ
と
に

対
し
、
以
下
の
よ
う
な
措
置
が
採
ら
れ
て
い
る
。

　
　
向
例
、
外
官
に
罰
俸
の
素
意
ら
ば
、
俸
銀
を
将
て
追
解
す
る
を
除
く
の
外
、
又
罰
俸
の
年
限
の
拍
満
す
る
を
挨
っ
て
、
方
め
て
常
に
照
ら

　
　
し
て
陞
転
ず
る
を
許
さ
ば
、
則
ち
案
件
多
き
者
、
陞
遷
に
望
み
無
し
。
麗
質
、
各
項
の
応
に
臆
す
べ
き
の
人
員
、
如
し
罰
俸
の
銀
両
を
将

　
　
て
完
解
す
れ
ば
、
戸
部
由
り
吏
部
に
知
照
し
、
其
の
常
に
照
ら
し
て
陞
転
ず
る
を
准
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雍
正
『
欽
定
吏
部
鐙
選
漢
官
則
例
』
巻
三
、
停
陞
罰
俸
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
外
官
に
お
い
て
は
、
雍
正
七
年
（
～
七
二
九
）
以
前
に
は
、
例
え
ば
罰
俸
三
ヶ
月
の
処
分
を
受
け
れ
ば
、
俸
銀
を
三
ヶ
月
分

天
引
き
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
三
ヶ
月
間
は
俸
銀
が
な
い
も
の
と
し
て
履
歴
が
停
止
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
、
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処
分
規
定
額
の
俸
銀
を
支
払
え
ば
、
履
歴
を
停
止
さ
せ
な
い
、
即
ち
「
罰
俸
」
を
構
成
す
る
処
分
要
素
が
、
従
来
の
「
俸
銀
」
（
金
額
）
と

「
年
限
」
（
隣
間
）
か
ら
、
「
俸
銀
」
だ
け
に
実
質
軽
減
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
俸
給
の
受
領
期
間
が
重
要
な
人

事
基
準
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
と
同
時
に
、
ま
た
「
陞
遷
に
望
み
無
」
き
状
況
に
対
し
て
、
国
家
は
あ
る
程
度
融
通
を
利
か
せ

よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
一
そ
し
て
後
に
論
じ
る
よ
う
に
加
撃
も
そ
の
　
つ
と
し
て
機
能
し
た
一
を
窺
う
に
足
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
す
で
に
第
一
節
で
み
た
「
加
衛
」
「
兼
街
」
が
あ
っ
た
場
合
の
、
正
俸
に
つ
い
て
も
若
干
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
先
に
も
見
た
よ
う
に
、

　
　
凡
そ
加
街
は
、
特
恩
よ
り
出
で
、
定
秩
無
し
。
其
の
開
列
厭
軍
は
、
侃
ほ
本
曇
に
照
ら
す
。
…
…

と
い
う
文
言
が
示
す
よ
う
に
、
「
加
街
」
に
よ
る
正
俸
の
変
化
に
は
、
完
全
に
＝
鼓
し
た
規
定
が
な
い
。
こ
れ
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
加
街
に

も
様
々
な
種
類
が
あ
る
か
ら
、
当
然
と
も
い
え
る
。
掲
街
を
し
ば
ら
く
お
く
と
し
て
も
、
高
士
奇
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
至
る
と
こ
ろ
に
様
々

な
例
を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
る
。

　
し
か
し
、
あ
え
て
言
う
な
ら
ば
、
本
宮
の
構
成
要
素
と
し
て
の
「
街
」
が
上
昇
す
る
よ
う
な
「
加
重
」
の
ケ
ー
ス
は
、
常
徳
寿
の
例
（
①
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

も
示
す
よ
う
に
、
軍
紀
に
照
ら
し
て
俸
給
を
支
給
す
る
と
い
う
の
が
原
則
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
従
っ
て
王
弘
仁
（
②
）
は
、
窪

手
に
伴
い
俸
銀
も
上
昇
し
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
祖
承
柞
（
③
）
の
よ
う
な
場
合
（
そ
し
て
恐
ら
く
は
劉
正
遠
（
⑤
）
も
）
、
正
五
品
の
江
松
を
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

給
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
本
官
の
「
街
」
を
上
昇
さ
せ
る
「
陞
街
」
の
よ
う
な
「
加
冠
」
は
、
そ
れ
を
受
け
た
官

僚
に
と
っ
て
は
、
単
に
肩
書
き
の
上
昇
の
み
な
ら
ず
、
俸
銀
の
上
昇
を
意
味
す
る
と
い
う
点
で
も
十
分
に
価
値
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
ま
た
、
「
本
官
」
を
維
持
し
た
上
で
の
「
加
街
」
は
、
恐
ら
く
先
に
見
た
方
砂
金
『
蕉
軒
随
録
』
巻
三
の
「
知
県
加
街
」
の
記
事
に
現
れ
る

虚
街
と
同
類
と
見
な
せ
る
よ
う
に
思
う
。
各
地
の
知
県
等
が
す
べ
て
、
絹
街
に
照
ら
し
て
俸
禄
を
受
領
し
て
い
た
と
考
え
る
の
は
非
現
実
的
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
加
街
に
は
、
正
俸
の
上
昇
が
原
則
伴
わ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
「
兼
街
」
の
場
合
の
俸
銀
で
あ
る
が
、
例
え
ば
先
に
見
た
督
撫
の
場
合
は
、
康
煕
九
年
（
｝
六
七
〇
）
の
決
定
に
よ
れ
ば
、
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晒
骨
に
原
と
一
二
品
街
を
加
え
る
者
有
れ
ば
、
街
品
に
照
ら
し
て
支
卜
す
。
若
し
三
品
以
下
の
官
の
悪
血
さ
れ
た
る
者
は
伍
ほ
三
品
俸
を

　
　
支
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
欽
定
大
清
会
典
則
例
撫
巻
五
十
一
、
吏
部
、
俸
餉
上
、
在
外
文
武
俸
銀
）

と
あ
る
が
、
実
際
に
は
先
に
見
た
よ
う
な
兼
衡
の
区
別
も
あ
っ
て
、
こ
こ
に
い
う
程
に
は
単
純
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
後
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

班
位
の
場
合
と
同
様
、
尚
書
衝
と
兵
部
侍
郎
衛
の
有
無
で
差
が
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
尚
書
衡
を
兼
街
す
る
も
の
は
一
晶
俸
百
八

十
両
、
侍
郎
街
を
兼
幽
す
る
も
の
は
二
品
俸
百
五
十
両
を
支
給
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
当
然
兵
部
侍
郎
街
を
兼
癒
せ
ぬ
掻
撫
－
例
え
ば

地
方
官
あ
が
り
の
巡
撫
－
は
、
「
本
官
」
は
従
二
品
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
三
品
俸
し
か
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
同
じ

督
撫
で
あ
っ
て
も
、
「
兼
街
」
に
変
化
を
つ
け
る
こ
と
で
差
違
を
設
け
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
通
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
無
論
、
兼
街
に
よ

っ
て
の
み
序
列
化
し
、
正
俸
に
差
を
設
け
な
か
っ
た
、
つ
ま
り
本
官
の
街
に
照
ら
し
て
支
給
す
る
と
い
う
原
則
に
則
っ
た
ま
ま
の
場
合
も
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
（
順
治
＋
五
年
）
ま
た
諸
学
士
中
に
、
一
人
鼻
繋
学
士
を
設
け
た
。
秩
は
正
五
品
で
あ
り
、
三
品
礼
部
侍
郎
衛
を
兼
ね
る
。
そ
れ
以
外
の

　
　
学
士
は
皆
正
五
品
で
あ
り
、
兼
街
し
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
羅
雨
叢
談
』
巻
一
、
翰
林
学
士
）

こ
れ
な
ど
は
そ
の
例
で
あ
る
。
た
だ
い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
加
街
」
「
七
島
」
に
よ
る
漁
網
部
分
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
い
さ
さ
か
制
度
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
み
で
は
現
実
を
網
羅
的
に
知
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
多
分
に
社
会
史
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
も
含
め
、
今
後
更
に
検
討
を

行
う
べ
き
課
題
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
以
上
官
僚
の
所
有
す
る
諸
ス
テ
ー
タ
ス
要
素
と
、
そ
こ
に
内
在
す
る
多
様
性
、
官
僚
と
し
て
の
履
歴
に
与
え
る
影
響
等
に
つ
い
て
、

簡
略
で
は
あ
る
が
見
て
き
た
。
章
を
改
め
「
加
級
」
の
検
討
に
移
る
。

①
一
例
と
し
て
魍
世
宗
憲
皇
帝
上
諭
内
閣
㎞
（
以
下
、
雍
正
欄
上
諭
内
閣
臨
と
略

　
称
）
巻
一
菖
四
十
八
、
雍
正
十
二
年
十
月
二
十
日
付
上
諭
に
見
え
る
福
寿
と
七
達

　
の
例
。

②
例
え
ば
狩
野
薩
喜
欄
清
朝
の
剃
度
と
文
学
隔
（
み
す
ず
轡
房
、
一
九
八
四
）
の

　
清
朝
制
度
、
官
吏
、
（
二
）
文
官
の
任
務
、
第
一
二
加
工
の
項
（
同
書
三
四
四
頁
）
、

参
照
。
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③
た
だ
し
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
こ
の
こ
と
は
相
対
的
な
価
値
判
断
の

　
問
題
で
あ
っ
て
、
頂
戴
が
重
要
で
は
な
い
、
と
醤
う
こ
と
で
は
な
い
。
少
な
く
と

　
も
初
対
面
の
官
僚
に
と
っ
て
は
、
相
手
が
ど
う
い
う
ラ
ン
ク
の
人
物
で
あ
る
か
、

　
ま
た
複
数
村
面
し
た
場
合
に
、
ど
ち
ら
を
上
位
と
し
て
扱
う
べ
き
か
、
そ
し
て
自

　
分
よ
り
上
か
下
か
、
な
ど
の
判
断
は
、
ま
ず
頂
戴
・
服
飾
に
よ
っ
て
い
た
こ
と
は

　
疑
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
が
》
｝
2
語
巴
。
｛
↓
冨
国
譲
げ
窃
。
。
《
門
。

　
O
露
鵠
一
巳
刈
り
ト
⊃
曽
嵩
㊤
ω
曽
一
刈
㊤
蒔
（
邦
訳
『
中
国
訪
問
使
節
日
記
』
坂
野
正
高
訳
註

　
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
五
）
の
中
で
、
対
面
す
る
官
員
達
の
頂
戴
を
必
ず
と

　
い
っ
て
い
い
ほ
ど
観
察
し
記
載
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
例
え
ば
一
七
九
三
年

　
七
月
三
十
一
日
の
記
事
や
一
七
九
三
年
十
二
月
二
十
六
～
二
十
八
日
の
記
事
を
参

　
照
。

④
雍
正
糊
欽
定
三
部
鐙
選
漢
官
記
例
㎞
巻
三
、
陞
街
留
任
、
原
例
。

　
　
　
督
撫
題
請
所
属
官
員
賢
能
、
加
衡
留
任
或
題
離
別
鉄
琴
、
除
奉
特
旨
外
、
概

　
　
　
不
准
従
。

⑤
『
世
宗
憲
黒
帯
礫
批
諭
旨
輪
巻
十
下
、
雍
正
二
年
九
月
十
九
日
付
直
隷
巡
撫
李

　
維
均
奏
摺
。

＠＠＠＠＠

『
清
世
祖
実
録
輪
廻
二
十
八
、
順
治
三
年
十
月
一
酉
の
条
。

糊
挾
西
通
志
一
巻
五
十
五
、
人
物
一
。

噸
雲
南
通
志
験
巻
二
十
一
一
二
、
窟
蹟
、
永
昌
府
。

噸
清
世
祖
実
録
㎞
巻
七
十
三
、
順
治
十
年
三
月
丁
霊
の
条
。

糊
宮
中
楠
雍
正
朝
奏
摺
』
第
一
輯
、
雍
正
元
年
五
月
十
六
日
付
河
南
巡
撫
石
文

　
悼
奏
摺
。

⑪
彼
は
、
実
際
に
は
、
西
安
府
に
赴
任
す
る
葡
に
更
に
河
南
開
巻
河
道
に
抜
擢
さ

　
れ
た
。
『
欽
定
八
旗
通
志
』
巻
二
百
二
、
沈
廷
正
、
参
照
。

⑫
門
明
清
進
士
題
名
碑
録
㎞
康
煕
五
十
一
年
争
奪
科
。

⑬
噸
月
七
言
要
』
所
載
「
康
煕
五
十
五
年
三
月
二
十
九
日
掛
旨
開
載
」
の
記
事
。

⑭
迎
撃
噸
上
諭
内
閣
撫
巻
六
十
八
、
雍
正
六
年
四
月
二
十
四
日
付
上
諭
。
ま
た

　
『
清
代
官
員
履
歴
梢
案
全
編
』
～
〇
四
頁
下
と
一
〇
六
頁
下
に
見
え
る
劉
正
遠
の

　
履
歴
椙
を
参
照
。

⑮
『
康
煕
起
居
注
』
康
煕
十
六
年
十
～
月
十
八
日
の
条
。

⑯
『
康
煕
起
馬
脚
』
康
煕
十
七
年
閏
三
月
二
十
一
日
の
条
。
ま
た
噸
聖
祖
仁
皇
帝

　
御
製
文
集
』
巻
七
、
康
煕
十
七
年
閏
三
月
二
十
一
日
の
条
に
も
「
中
書
舎
人
高
士

　
奇
」
と
あ
る
。

⑰
乾
隆
『
欽
定
大
望
会
典
則
例
』
巻
九
、
吏
部
、
文
選
清
吏
司
、
漢
員
陞
補
は
、

　
こ
の
規
定
を
「
順
治
元
年
定
」
に
か
け
る
。

⑱
な
お
、
付
序
す
れ
ば
、
降
級
留
任
と
聖
職
留
任
の
場
合
は
、
士
爵
六
年
よ
り
、

　
朝
服
・
頂
帯
と
も
に
本
任
に
照
ら
す
（
則
ち
変
化
な
し
）
と
さ
れ
た
。
乾
隆
『
欽

　
｛
疋
大
清
A
写
典
則
例
』
巻
六
十
五
、
礼
部
、
儀
建
議
私
史
調
円
、
冠
m
脹
参
昭
…
。

⑲
ま
た
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
た
兼
街
に
よ
る
差
違
を
、
他
官
と
の
序
列
の
均
衡
を

　
と
る
た
め
に
排
除
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
乾
隆
十
八
年
ま
で
は
、
各

　
地
の
道
員
に
は
、
そ
の
陞
補
の
原
職
に
よ
っ
て
兼
衝
に
差
違
が
あ
り
、
参
政
道

　
（
従
三
品
）
・
副
使
道
（
正
四
品
）
・
参
議
道
（
従
四
品
）
・
倉
事
道
（
正
五
品
）

　
の
四
つ
が
あ
っ
た
が
、
乾
干
十
八
年
、
こ
れ
で
は
幕
府
（
正
四
品
）
以
下
の
官
僚

　
に
比
べ
て
「
階
秩
反
卑
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
一
律
に
正
四
贔
窟
と
な
っ
た
。

　
咽
皇
朝
文
献
通
考
臨
巻
七
十
八
、
離
宮
考
二
、
官
制
、
乾
隆
十
八
年
の
条
並
び
に

　
魍
清
史
稿
㎞
巻
九
十
一
、
職
官
三
、
道
員
参
照
。
そ
し
て
同
年
に
知
府
も
従
四
品

　
に
ラ
ン
ク
を
落
と
さ
れ
て
い
る
。

⑳
門
恩
俸
」
は
雍
正
六
年
（
雍
正
『
欽
定
吏
部
処
分
則
例
』
巻
之
二
、
降
罰
、
五

　
部
堂
官
加
倍
給
俸
に
よ
れ
ば
、
雍
正
六
年
二
月
二
十
九
日
奉
上
諭
）
、
五
部
の
堂

　
官
に
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
、
自
誓
元
年
、
そ
の
他
の
京
島
に
支
給
さ
れ
る

　
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
翌
年
よ
り
支
給
さ
れ
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
外
官
に
は
養

　
廉
銀
が
あ
る
の
に
比
べ
て
、
三
韓
は
規
定
の
収
入
が
少
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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「
恩
俸
」
に
つ
い
て
は
、
隅
皇
朝
文
献
通
考
』
巻
九
十
、
職
官
考
／
光
緒
『
欽
定

　
大
清
会
典
事
例
㎞
巻
二
百
四
十
九
、
一
戸
部
・
俸
飼
、
文
武
京
官
俸
禄
等
も
参
照
。

⑳
た
だ
し
、
漢
字
に
お
い
て
は
、
長
い
薄
俸
米
は
一
律
＝
看
に
園
定
さ
れ
て
お

　
り
、
雍
正
三
年
こ
れ
を
改
め
る
よ
う
上
諭
が
出
さ
れ
て
い
る
（
『
清
世
宗
実
録
幅

　
巻
三
十
六
、
雍
正
三
年
九
月
丁
酉
の
條
）
。

⑳
　
例
え
ば
雍
正
欄
欽
定
吏
部
鐙
選
満
官
則
例
輪
論
俸
陞
転
、
雍
正
目
欽
定
軍
部
鐙

　
滞
納
官
則
例
㎞
巻
三
、
京
官
邸
俸
、
等
参
照
。

⑬
　
た
だ
し
、
二
野
満
」
を
一
つ
の
人
事
の
基
準
概
念
と
す
る
こ
と
は
出
代
を
通
じ

　
て
変
わ
っ
て
い
な
い
。

⑳
例
え
ば
「
題
大
学
士
夏
九
年
考
満
疏
」
「
題
本
部
侍
郎
掌
態
事
府
事
張
九
年
考

　
満
疏
」
。

⑳
例
え
ば
「
引
奏
南
京
虎
責
正
議
経
歴
等
官
選
時
御
薦
満
疏
」
。

⑯
　
　
『
道
成
以
来
朝
野
雑
記
臨
。
該
書
で
は
、
聖
典
に
際
し
て
の
考
功
司
の
職
務
を

　
述
べ
る
く
だ
り
で
、
門
考
功
司
即
寺
門
、
察
核
計
典
入
願
望
資
殴
合
例
与
否
。
」
と

　
い
う
。
考
満
制
度
の
も
の
で
は
な
い
が
、
ま
さ
に
ぴ
っ
た
り
の
表
現
で
あ
る
。

⑳
な
お
こ
の
方
式
は
、
光
緒
『
欽
定
大
清
会
典
事
例
口
巻
二
百
五
十
一
、
俸
飼
、

　
文
武
外
官
俸
銀
一
に
よ
れ
ば
、
乾
隆
三
十
年
の
題
准
に
か
か
る
。
ま
た
台
湾
中
央

　
研
究
院
歴
史
語
醤
研
究
所
所
蔵
内
閣
大
庫
桜
案
第
〇
七
九
九
八
○
号
（
乾
隆
二
十

　
九
年
十
二
月
付
）
か
ら
す
れ
ば
、
雲
南
布
政
使
永
泰
の
奏
請
に
よ
る
。

⑳
　
ま
た
「
未
開
復
讐
先
、
有
罰
俸
之
案
、
於
年
限
内
加
拍
罰
俸
月
日
。
」
と
い
う

　
乾
隆
『
大
声
会
典
睡
巻
六
、
黒
部
、
勲
功
清
吏
司
、
四
過
の
表
現
は
分
か
り
や
す

　
い
。

⑳
心
構
『
大
樹
会
典
則
例
五
爵
九
、
吏
部
、
文
選
清
吏
司
、
官
員
通
理
前
陣
。

　
　
　
（
乾
瓢
七
年
）
直
言
：
南
至
、
革
職
留
任
・
降
級
留
任
官
員
、
開
復
後
、
其

　
　
　
革
職
・
降
級
日
期
、
伽
製
品
俸
次
。
但
思
、
革
職
留
任
官
員
、
路
面
不
食
俸
、

　
　
　
其
革
職
留
任
日
溜
、
響
応
三
曲
算
俸
。
至
降
級
留
任
官
員
傍
照
降
級
食
俸
、

　
　
　
其
開
復
後
、
降
級
日
栄
均
窯
一
難
余
算
。

⑳
註
⑳
参
照
。

⑳
　
た
だ
し
京
官
に
お
い
て
は
、
以
前
か
ら
罰
俸
に
よ
っ
て
は
陞
転
は
停
止
せ
ず
、

　
そ
の
処
分
を
新
任
に
持
ち
越
す
と
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
外
官
に
対
し
て
は
元
来

　
厳
し
か
っ
た
と
い
え
る
ゆ
雍
正
隅
欽
定
煮
干
古
品
漢
官
則
例
』
巻
三
、
京
暗
算
俸

　
参
照
。

⑫
　
雍
正
『
欽
定
吏
部
処
分
則
例
』
巻
之
二
、
降
霜
、
外
任
罰
俸
逐
年
拍
抵
に
よ
れ

　
ば
、
こ
れ
は
高
言
七
年
九
月
初
十
日
の
上
諭
に
基
づ
く
。
な
お
『
漢
官
則
例
』
に

　
み
え
る
「
各
項
応
陞
入
員
扁
と
は
、
こ
こ
で
は
門
外
任
大
小
官
員
」
の
意
味
で
あ

　
る
。

⑳
　
　
『
池
北
偶
談
』
巻
三
、
七
品
街
や
『
世
宗
憲
皇
帝
上
諭
八
旗
隔
（
以
下
、
雍
正

　
『
上
諭
八
旗
』
と
略
称
）
巻
七
、
ま
た
雍
正
『
上
諭
内
閣
』
巻
八
十
五
の
雍
正
七

　
年
八
月
初
四
日
上
面
等
も
参
照
。

⑭
　
こ
う
判
断
す
る
問
接
的
な
根
拠
と
し
て
、
光
球
『
欽
定
青
花
会
典
事
例
㎞
巻
二

　
百
五
十
一
、
戸
部
、
俸
飼
、
文
武
外
官
俸
銀
一
に
引
く
乾
隆
元
年
覆
准
の
委
署
官

　
の
規
定
を
挙
げ
た
い
。

　
　
　
各
省
官
弁
、
除
給
劉
器
差
者
、
応
得
俸
薪
、
按
照
本
衝
支
領
外
、
…
…
至
現

　
　
　
任
官
弁
所
署
之
職
、
無
原
官
署
食
者
、
即
帰
裁
畷
項
下
、
報
部
撲
用
、
母
令

　
　
　
署
官
任
意
叢
説
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魯

　
た
だ
、
恐
ら
く
、
こ
の
規
定
の
眼
目
は
、
「
母
令
署
官
任
意
躍
食
。
」
に
あ
ろ
う
。

　
従
っ
て
、
「
雪
雲
」
の
場
合
で
も
、
管
事
先
の
俸
銀
を
二
重
に
支
食
し
て
い
た
者

　
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
も
う
～
つ
、
噸
西
河
集
』
巻
｝
百
七
、
「
誰
授

　
通
論
大
夫
通
政
司
諸
政
使
揚
公
神
道
碑
」
に
見
え
る
楊
熱
の
例
を
挙
げ
た
い
。
彼

　
は
歯
科
左
給
事
申
か
ら
、
京
童
に
内
陞
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
実
際
に
鴻
櫨
寺

　
卿
に
陞
任
す
る
ま
で
の
問
、
「
以
正
四
品
京
卿
頂
帯
食
爆
管
礼
科
誓
事
中
事
扁
と

　
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
「
街
」
の
字
が
見
え
ぬ
が
、
恐
ら
く
前
後
か
ら
判
断
し
て
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「
陞
街
」
と
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑮
　
　
『
銭
穀
指
南
』
元
、
文
武
食
甚
。

　
　
乾
隆
二
十
五
年
戸
部
日
覆
湖
北
謡
講
公
等
”
各
省
道
義
、
倶
照
正
四
品
支
俸

　
　
銀
一
百
五
両
、
停
止
兼
街
支
俸
。
督
撫
原
編
俸
銀
、
有
兼
尚
且
街
、
食
二
・

　
　
三
品
俸
者
、
有
兼
侍
郎
衛
、
食
三
品
俸
者
、
向
不
画
一
。
江
蘇
等
省
総
督
・

巡
撫
均
照
直
隷
等
省
督
撫
歳
支
墨
銀
之
例
、
如
兼
尚
書
怠
者
、
支
食
一
品
俸

銀
　
百
八
十
両
。
如
係
兼
侍
郎
街
者
、
支
食
二
品
俸
銀
　
百
五
十
両
。

照
光
緒
『
欽
定
大
清
叢
書
事
例
」
巻
二
百
五
十
一
、
戸
部
、
俸
鏑
、
文
武
外

官
俸
銀
一
、
同
年
奏
准
。

第
二
章
　
清
代
の
加
級
制
度

　
こ
の
章
に
お
い
て
は
、
舌
代
の
加
級
制
度
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

度
）
に
つ
い
て
、
言
及
し
た
い
。

そ
の
実
態
面
と
、
ま
た
大
き
な
特
徴
で
あ
る
官
員
処
分
と
の
相
殺
制
度
（
「
抵
錆
」
制

第
一
節
　
ス
テ
ー
タ
ス
に
対
す
る
加
級
の
影
讐

7青　イ七　カロ　級　考　（大野）

　
無
代
の
「
加
級
」
は
、
大
き
く
分
け
て
二
種
類
の
表
現
で
肩
書
き
等
に
現
れ
る
。
一
つ
は
「
緒
言
」
で
示
し
た
趙
弘
鰹
の
例
の
よ
う
に
、

「
晶
出
級
」
と
い
う
も
の
で
、
史
料
上
で
目
に
す
る
の
は
こ
の
タ
イ
プ
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
れ
に
対
し
稀
に
、
「
加
某
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

食
某
晶
俸
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
幾
つ
か
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

①
経
錘
講
宮
兵
部
督
捕
左
侍
郎
加
～
鼠
食
俸
臣
折
皆
納
　
　
②
戸
部
右
侍
郎
加
二
級
食
二
品
俸
庫
墨
髭

③
通
議
大
夫
理
藩
院
郎
中
食
三
品
俸
加
三
級
臣
文
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

こ
れ
ら
は
分
か
り
や
す
い
。
例
え
ば
②
の
例
で
い
え
ば
、
戸
部
右
侍
郎
は
正
三
品
、
従
っ
て
通
常
で
あ
れ
ば
庫
勒
納
は
三
品
俸
を
支
給
さ
れ
る

わ
け
だ
が
、
そ
こ
を
二
級
上
昇
さ
せ
て
、
俸
給
を
二
詩
話
と
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
通
常
史
料
で
目
に
す
る
「
加
某
級
」
を
検

討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
「
加
某
級
食
何
品
俸
」
と
排
反
で
あ
る
か
、
則
ち
（
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
同
一
で
は
な
い
の
で
）
俸
給

の
上
昇
を
伴
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
ま
ず
検
討
の
第
一
と
な
る
。
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⑤

　
こ
れ
を
検
討
す
る
史
料
と
し
て
、
『
乾
隆
三
年
在
京
各
衙
門
文
運
轡
屋
領
過
洗
米
数
目
併
芋
蔓
職
名
繕
造
黄
冊
』
（
以
下
「
北
米
置
と
略
称
）

を
挙
げ
た
い
。
こ
れ
は
名
の
通
り
、
乾
隆
三
年
（
一
七
三
八
）
に
お
け
る
、
在
京
文
官
に
対
す
る
俸
米
の
支
給
額
を
、
対
象
者
の
官
職
名
・
姓

名
と
と
も
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
原
文
書
で
な
い
の
が
惜
し
ま
れ
る
が
、
官
職
名
や
姓
名
か
ら
信
悪
性
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
時
期
に
は
、

既
に
俸
米
支
給
額
は
、
官
人
と
し
て
の
単
品
に
平
衡
関
係
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
逆
に
本
官
が
同
～
ラ
ン
ク
で
、
加
級
所
有
者
の

俸
米
に
差
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
加
級
」
に
よ
る
も
の
だ
、
と
断
定
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
俸
米
冊
」
に
は
、
加
級
に
関
す
る
記
載
が

一
切
為
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
当
時
内
閣
大
学
士
で
管
吏
部
尚
書
事
で
あ
っ
た
張
露
玉
は
、
加
級
を
所
有
し
て
い
た
が
、
そ
う
い
っ
た

デ
ー
タ
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
降
級
処
分
に
よ
る
将
軍
支
給
額
の
天
引
き
額
は

　
　
御
史
鍾
衡
は
降
三
級
が
有
る
。
俸
米
四
石
斗
五
升
を
天
引
き
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

と
い
っ
た
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
続
落
」
に
よ
っ
て
は
「
俸
禄
」
は
上
昇
し
な
い
と
判
断
で
き
る
。
例
え
ば
知
県
が

「
加
二
級
」
を
所
有
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
六
品
俸
を
支
給
さ
れ
る
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
結
論
は
、
清
代
の
史
料
に
現
れ
る
あ
れ
ほ

ど
沢
山
の
官
僚
の
「
加
級
」
が
、
全
て
俸
禄
に
対
す
る
級
刻
み
の
上
昇
を
伴
っ
て
い
た
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
と
い
う
凡
そ
常
識
の
推
定
す
る

と
こ
ろ
と
も
～
致
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
第
一
章
で
言
及
し
た
「
陞
街
」
と
決
定
的
に
異
な
る
点
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
に
留
意
せ

ね
ば
な
ら
な
い
。

　
で
は
、
一
体
こ
の
「
加
級
」
に
よ
っ
て
、
宮
僚
の
諸
ス
テ
1
タ
ス
の
何
が
具
体
的
に
変
化
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
大
き
く
分
け
て
二

つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
「
冠
服
」
と
「
封
贈
階
」
で
あ
る
。

◎
冠
服
に
対
す
る
「
加
級
」

　
加
級
に
よ
っ
て
冠
服
の
ラ
ン
ク
が
上
昇
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
以
下
の
史
料
を
挙
げ
よ
う
。

　
　
（
康
煕
）
四
十
九
年
覆
准
山
内
外
文
武
官
或
い
は
議
叙
し
て
級
を
加
え
（
「
議
叙
加
齢
」
）
、
或
い
は
掲
納
し
て
級
を
弄
う
る
（
「
指
納
加
級
し
）

　
　
に
、
例
と
し
て
一
品
を
傾
ぐ
る
を
得
ず
。
今
摘
納
事
例
に
縁
り
て
、
任
愚
に
級
を
加
え
、
遂
に
～
勢
望
り
以
て
出
品
に
至
り
、
冠
頂
・
坐
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削髪加級考（大野）

　
　
褥
は
尊
卑
を
弁
ず
る
重
く
、
均
し
く
定
例
と
符
さ
ず
。
嗣
後
、
七
品
・
八
品
・
九
品
の
級
を
整
う
る
者
は
、
五
晶
を
過
ぐ
る
を
准
さ
ず
。

　
　
五
品
・
六
品
の
級
を
加
う
る
者
は
、
燈
心
を
過
ぐ
る
を
准
さ
ず
。
四
品
・
三
品
の
級
を
加
う
る
者
は
、
二
品
を
過
ぐ
る
を
准
さ
ず
。
二
品

　
　
の
級
を
加
う
る
者
は
、
～
品
を
過
ぐ
る
を
准
さ
ず
。
一
品
、
都
農
等
大
臣
の
如
き
は
、
例
に
照
ら
し
て
東
珠
一
つ
を
飾
り
、
墨
継
は
狼
皮

　
　
を
用
い
、
級
を
加
う
る
有
る
と
難
も
、
東
珠
二
つ
を
用
い
、
虎
皮
の
坐
褥
を
用
い
る
を
得
ず
。
大
学
士
・
尚
書
は
、
二
品
に
繋
ぐ
と
錐
も
、

　
　
均
し
く
翻
れ
一
等
の
職
掌
な
れ
ば
、
若
し
級
を
言
う
る
有
れ
ば
、
三
厩
・
坐
褥
は
蓄
叩
と
同
じ
。
此
の
外
文
武
官
、
級
を
加
え
る
有
る
と

　
　
難
も
、
東
珠
を
飾
る
を
准
さ
ず
、
傍
ほ
小
堤
宝
石
・
雍
皮
の
坐
褥
を
飾
れ
。
（
野
面
『
大
清
会
典
則
例
』
巻
六
十
五
、
礼
部
、
儀
制
清
吏
司
、
冠

　
　
⑦

　
　
服
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
康
煕
四
十
九
年
目
～
七
一
〇
）
、
「
加
島
」
を
所
有
し
て
い
て
も
本
官
が
七
・
八
・
九
品
官
の
者
な
ら
五
品
の
「
冠
頂
・
坐
褥
」

を
過
ぎ
て
利
用
し
て
は
な
ら
ぬ
、
五
・
六
品
官
な
ら
四
品
、
四
品
・
三
品
な
ら
二
品
を
、
二
品
な
ら
一
品
を
過
ぎ
て
は
な
ら
ぬ
等
、
上
限
が
設

定
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　
更
に
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
こ
の
康
煕
四
十
九
年
に
堂
奥
に
よ
る
冠
服
ラ
ン
ク
上
昇
に
制
限
が
設
け
ら
れ
る
ま
で
は
、
無
差
別
に
一
品
の

冠
服
ま
で
は
上
昇
で
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
は
「
加
級
」
が
さ
ほ
ど
簡
単
に
入
手
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

（
ま
た
は
そ
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
）
を
暗
示
す
る
と
同
時
に
、
次
第
に
加
級
所
有
者
が
氾
濫
す
る
よ
う
に
な
っ
て
対
策
に
乗
り
出
し
た

こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
実
は
、
同
じ
康
煕
四
十
九
年
正
月
に
礼
部
に
対
し
て
上
諭
が
降
さ
れ
て
い
る
。
康
煕
帝
は
正
月
に
祈
穀
象
で
、
正
卿
鳴
皇

図
が
帽
頂
に
東
岳
二
顯
を
嵌
め
て
い
る
の
を
見
た
ら
し
い
。
東
珠
は
一
品
官
し
か
嵌
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
い
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に

御
史
も
ま
た
嵌
め
て
い
た
と
い
う
。
「
凡
そ
加
級
に
は
定
例
が
有
る
、
ど
う
し
て
好
き
勝
手
に
使
用
で
き
ょ
う
か
。
礼
儀
は
爾
が
部
の
専
断
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

あ
る
ぞ
、
厳
し
く
査
察
を
加
え
よ
。
」
恐
ら
く
は
先
の
制
限
は
、
こ
の
上
論
と
関
係
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
制
限
を
守
ら
な
い
者
も
い
た
ら
し
く
、
慣
習
二
年
（
一
七
二
四
）
に
な
っ
て
、
再
び
制
限
を
守
る
よ
う
礼
部
に
よ
る
決
定

　
　
　
　
　
　
⑨

が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
な
お
上
司
に
問
い
た
だ
さ
れ
る
と
、
以
前
加
級
を
計
算
す
る
の
を
許
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
引
き
合
い
に
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出
す
輩
も
お
り
、
雍
正
帝
が
「
甚
属
不
合
」
と
言
う
の
も
無
理
は
な
い
。
そ
し
て
史
料
の
語
る
と
こ
ろ
で
は
、
雍
正
八
年
（
一
七
三
〇
）
ま
で

に
は
、
「
以
後
、
内
外
文
武
官
員
の
帽
頂
・
補
記
・
坐
褥
等
は
、
悉
く
本
身
の
見
任
の
品
級
に
照
ら
し
、
加
級
を
（
所
有
し
て
い
る
と
）
称
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

潜
越
の
端
を
開
い
て
は
な
ら
ぬ
」
と
、
加
級
に
よ
る
冠
服
の
上
昇
は
一
切
禁
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

◎
封
贈
階
に
対
す
る
「
加
級
」

　
光
禄
大
夫
（
正
一
品
）
か
ら
登
極
佐
郎
（
従
九
品
）
に
い
た
る
か
つ
て
の
「
散
官
階
」
は
、
「
本
朝
の
官
制
は
、
文
職
は
大
学
士
が
第
一
の
官

で
あ
り
、
光
禄
大
夫
が
第
一
の
階
で
あ
る
。
」
（
『
浪
跡
叢
談
騙
武
階
）
と
い
う
よ
う
に
、
清
代
に
お
い
て
も
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
、
様
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

な
事
柄
を
記
念
し
て
皇
帝
か
ら
恩
多
が
降
さ
れ
た
際
に
、
現
任
官
僚
、
並
び
に
そ
の
父
母
・
祖
父
母
に
賜
与
さ
れ
る
。
生
存
し
て
い
る
者
に
授

け
る
場
合
を
「
封
」
、
死
者
に
授
け
る
場
合
を
「
贈
」
と
い
い
、
併
せ
て
「
封
贈
階
」
と
称
す
る
。

　
こ
の
封
贈
階
は
、
現
任
官
僚
の
官
品
を
基
準
に
賜
与
さ
れ
る
。
則
ち
恩
詔
が
出
さ
れ
た
日
の
比
婆
を
基
準
に
、
正
｝
品
官
な
ら
光
禄
大
夫
が
、

従
二
品
な
ら
通
奉
大
夫
が
、
と
い
う
よ
う
に
序
列
に
従
い
給
封
さ
れ
る
。
同
時
に
コ
品
評
は
（
1
1
給
封
対
象
と
な
る
現
任
官
僚
が
一
品
官
で
あ
る

場
合
は
）
三
代
に
封
碧
し
、
二
品
・
三
聖
官
は
二
代
に
封
忙
し
、
七
品
以
上
は
一
代
に
封
忙
し
、
八
・
九
品
は
本
身
に
給
封
ず
る
だ
け
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

皆
相
当
の
諾
勅
を
発
給
す
る
。
」
と
い
う
よ
う
に
祖
父
母
・
父
母
等
も
封
贈
さ
れ
る
。

　
こ
の
際
、
加
平
所
有
者
は
、
冠
服
の
場
合
と
同
様
、
審
級
の
分
だ
け
本
官
の
官
品
を
上
昇
さ
せ
て
適
用
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
正
六
品
官
が
加

二
級
を
所
有
し
て
い
れ
ば
、
通
常
な
ら
承
徳
郎
（
正
六
品
）
の
封
階
の
所
を
、
正
五
品
と
同
等
と
見
な
し
奉
政
大
夫
（
正
五
品
）
が
給
封
さ
れ
る
。

こ
れ
を
「
加
級
請
封
」
と
言
う
。
実
例
を
挙
げ
よ
う
。

　
①
中
憲
大
夫
理
藩
院
郎
中
加
二
級
臣
紆
禄
克
②
奉
政
大
夫
理
藩
院
郎
中
臣
多
罪
済

こ
の
二
人
が
『
書
聖
祖
実
録
』
冒
頭
の
編
纂
者
に
列
名
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ
理
藩
院
郎
中
（
正
五
品
）
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
封
階
が
紆

禄
克
の
方
が
中
憲
大
鷲
（
正
四
品
）
、
多
爾
済
の
方
が
虐
政
大
夫
（
正
五
品
）
と
差
が
つ
い
て
い
る
の
は
、
野
禄
克
が
加
二
級
を
所
有
し
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

か
ら
で
あ
る
。
な
お
恩
詔
が
出
さ
れ
る
毎
に
、
前
詔
か
ら
改
任
・
陞
任
あ
っ
た
者
に
は
封
贈
階
の
新
規
給
封
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
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さ
す
が
に
前
上
以
後
「
加
重
」
し
が
な
か
っ
た
者
に
は
、
新
規
給
封
を
す
る
の
は
許
さ
な
い
と
い
う
逸
出
の
決
定
が
康
煕
二
十
七
年
（
一
六
八

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

八
）
に
出
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
加
級
所
有
者
の
増
大
に
伴
っ
て
、
や
は
り
冠
服
同
様
の
制
限
を
設
け
る
必
要
が
で
き
た
ら
し
い
。
康
煕
紫
黒
〇
歳
を
祝
っ
て
、
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

煕
五
十
二
年
（
一
七
一
三
）
三
月
十
八
日
、
在
京
の
首
罪
文
官
五
品
以
下
、
在
外
の
文
官
四
品
以
下
に
「
加
一
級
」
が
賜
与
さ
れ
た
が
、
恐
ら

く
こ
れ
と
前
後
し
て
加
級
請
封
に
上
限
が
設
定
さ
れ
た
。

　
　
凡
そ
級
を
加
え
て
封
を
請
う
（
「
加
級
詰
封
」
）
の
人
員
、
其
の
級
多
き
者
は
、
傍
ほ
限
る
に
制
を
以
て
す
。
七
品
以
下
は
五
品
を
癒
え
る

　
　
を
得
ず
、
五
・
六
品
は
四
品
を
癒
え
ず
、
三
・
四
品
は
二
品
を
癒
え
ず
。
（
興
隆
『
欽
定
大
清
会
典
則
例
』
巻
三
十
、
吏
部
、
一
封
清
吏
司
、
封

　
　
贈
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

そ
し
て
膨
隆
五
十
年
（
一
七
九
〇
）
に
は
、
「
八
品
以
下
の
者
は
七
品
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
し
、
七
品
の
者
は
五
品
を
越
え
て
は
な
ら
な
い
」

と
若
干
制
限
が
更
に
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
な
お
こ
れ
は
乾
聖
帝
八
○
歳
を
記
念
し
て
の
乾
隆
五
十
五
年
（
一
七
九
〇
）
正
月
恩
詔
を
間
近
に

控
え
て
い
た
。

清代加級考（大野）

　
以
上
、
加
温
の
ス
テ
ー
タ
ス
に
対
す
る
影
響
を
見
て
き
た
。
率
直
に
い
え
ば
、
加
級
所
有
者
の
増
大
及
び
個
人
の
所
有
す
る
「
加
級
」
数
の

増
加
に
伴
い
、
清
朝
国
家
は
本
官
に
対
す
る
そ
の
効
果
を
制
限
し
、
結
果
、
そ
の
部
分
で
の
価
値
は
当
然
の
よ
う
に
低
下
し
て
い
っ
た
と
い
え

る
。
実
際
、
順
治
年
間
に
お
い
て
は
、
加
撃
所
有
者
は
、
翌
翌
を
所
有
し
て
い
な
い
者
に
対
し
て
優
先
的
に
陞
叙
が
為
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

し
か
し
こ
れ
も
、
康
煕
三
年
（
一
六
六
四
）
に
停
止
さ
れ
た
。
『
清
経
世
文
編
』
巻
十
九
、
市
政
五
、
考
察
に
引
く
工
科
艶
事
申
姜
芸
表
「
請
禁

猟
陞
疏
」
（
順
治
十
五
年
（
…
六
五
八
）
）
が
、
「
再
呈
の
摯
獲
・
荒
田
の
開
墾
・
漕
糧
の
完
了
と
い
っ
た
こ
と
で
、
「
田
干
」
や
「
不
論
盲
鰻
即
興

（
俸
満
を
待
た
ず
に
昇
進
す
る
資
格
ご
が
与
え
ら
れ
、
順
序
を
越
え
て
に
わ
か
に
陞
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
三
者
な
ど
は
臣
下
た
る
も
の
の

当
然
為
す
べ
き
職
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
典
は
廃
止
す
べ
き
だ
。
」
と
語
っ
て
い
る
の
は
、
「
等
級
」
が
ス
テ
ー
タ
ス
に
対
す
る
影
響
を
最
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も
維
持
し
て
い
た
最
後
の
段
階
の
実
態
を
窺
わ
せ
る
と
同
時
に
、
既
に
「
加
級
」
そ
の
も
の
が
、
陞
遷
と
い
う
官
僚
人
事
の
焦
点
か
ら
も
見
直

し
を
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
事
態
と
議
論
の
背
景
に
は
、
先
に
冠
服
の
項
で
挙
げ
た
康
煕
四
十
九
年

の
制
限
決
定
に
「
今
掲
納
事
例
に
縁
り
て
、
任
懸
に
級
を
加
え
、
遂
に
一
品
自
り
以
て
出
品
に
至
り
、
」
と
明
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
絹
納

加
級
」
に
よ
る
加
級
所
有
者
の
増
大
及
び
個
人
の
所
有
す
る
「
加
級
」
数
の
増
加
の
兆
し
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
十
分
に
留
意
さ
れ
ね
ば

　
　
　
⑱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

な
ら
な
い
。
康
煕
帝
が
即
位
し
て
問
も
な
い
順
治
十
八
（
一
六
六
一
）
年
十
月
に
、
掲
納
に
よ
る
石
級
の
報
償
が
一
度
停
止
さ
れ
た
一
し
か
し

少
な
く
と
も
康
煕
七
年
（
＝
ハ
六
八
）
の
直
隷
・
河
南
・
山
東
の
賑
済
に
際
し
て
は
、
早
く
も
加
級
の
報
償
が
許
可
さ
れ
て
い
る
一
の
も
、
こ

の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
こ
こ
で
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
以
上
見
た
よ
う
な
加
級
単
体
の
価
値
（
効
果
）
の
低
下
は
、
よ
り
全
体
的
な
官
僚
機
構

の
秩
序
バ
ラ
ン
ス
を
十
分
維
持
し
よ
う
と
対
応
し
た
結
果
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
で
は
翻
っ
て
、
こ
の
よ
う
に
「
加
級
」
の
価
値
（
所
有
効
果
）
が
低
下
し
て
い
く
中
で
、
官
員
達
は
、
例
え
ば
掲
納
に
お
い
て
、
一
体
何
を

期
待
し
て
「
加
級
」
を
購
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
加
級
の
持
つ
「
抵
錆
」
効
果
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。

第
二
節
　
加
級
と
官
員
処
分
の
抵
銅
措
置

　
官
員
が
「
加
級
」
を
獲
得
す
る
手
段
は
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
あ
る
。
「
恩
詔
加
級
」
「
議
叙
加
級
」
「
掲
納
加
古
」
で
あ
る
。
「
恩
詔
加
級
」

と
は
、
事
事
に
よ
っ
て
賜
与
さ
れ
る
加
級
で
あ
り
、
先
に
見
た
康
煕
五
十
二
年
の
例
の
他
、
在
京
官
員
に
「
加
～
級
」
が
賜
与
さ
れ
た
康
煕
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

四
年
（
一
六
七
五
）
の
例
（
二
月
の
立
太
子
に
ち
な
む
も
の
か
）
、
真
正
十
三
年
（
一
七
三
五
）
粛
呈
帝
登
極
に
際
し
て
の
例
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
出

来
る
。
「
掲
蒼
黒
級
」
と
は
、
揖
納
に
よ
っ
て
手
に
入
れ
た
土
類
で
あ
り
、
順
治
十
一
（
一
六
五
四
）
年
に
す
で
に
そ
の
報
償
を
含
む
摘
心
が
見

　
　
⑳

ら
れ
る
。
「
論
評
加
級
」
と
は
先
の
姜
希
轍
「
請
禁
躁
陞
疏
」
に
も
言
及
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
官
僚
が
職
務
上
の
功
績
を
評
価
さ
れ
て
授
け

ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
乾
瓢
『
大
清
会
典
則
例
』
等
に
は
、
事
細
か
な
規
定
が
溢
れ
か
え
っ
て
い
る
。
こ
の
「
議
叙
加
級
」
は
、
更
に
二
分
出
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来
、
軍
功
に
よ
っ
て
兵
部
か
ら
議
叙
さ
れ
る
も
の
を
「
軍
功
加
級
」
、
そ
れ
以
外
は
再
三
か
ら
議
叙
さ
れ
る
。
こ
の
「
軍
功
加
工
」
は
、
他
の

手
段
で
獲
得
し
た
加
級
に
比
べ
て
、
官
員
処
分
と
の
相
殺
効
果
が
高
く
設
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
「
加
級
」
が
、
陞
転
時
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

（
他
面
、
舛
品
の
任
用
の
場
合
に
は
そ
の
ま
ま
持
ち
越
せ
る
）
概
ね
紀
録
一
次
に
読
み
替
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
に
対
し
、
持
ち
越
す
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
随
帯
（
級
）
」
と
呼
ぶ
。

　
さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
手
段
を
通
し
て
獲
得
さ
れ
た
「
加
級
」
は
、
官
員
が
公
理
に
よ
っ
て
罰
俸
や
降
級
処
分
を
受
け
た
際
に
は
、
そ
の
処

分
を
相
殺
で
き
た
。
こ
れ
を
「
抵
錆
」
と
い
う
。

　
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
官
員
の
処
分
は
概
ね
「
罰
俸
」
「
降
級
」
「
鳶
職
」
の
三
種
類
に
大
別
さ
れ
る
。
「
罰
俸
」
に
は
一
月
、
二
月
、
三

月
、
六
月
、
九
月
、
一
年
、
二
年
の
七
段
階
が
あ
る
。
ま
た
官
品
を
下
げ
る
（
薩
同
時
に
俸
禄
も
段
階
的
に
減
少
す
る
）
「
降
級
」
に
は
、
「
降
一

級
」
か
ら
「
降
五
級
」
ま
で
の
五
段
階
が
あ
り
、
比
較
的
軽
罪
な
ら
ば
、
そ
の
ま
ま
職
務
を
遂
行
さ
せ
る
「
降
級
留
任
」
と
い
う
処
分
に
、
ま

た
重
罪
な
ら
ば
、
本
官
全
体
を
下
げ
る
、
実
質
左
遷
の
「
降
級
調
用
」
と
い
う
処
分
に
な
る
。
降
級
留
任
処
分
は
概
ね
「
降
一
級
」
か
ら
「
降

三
級
」
ま
で
の
範
囲
に
存
在
し
、
（
即
ち
「
降
一
級
留
任
」
「
降
二
級
留
任
」
「
降
三
級
留
任
」
。
稀
に
、
降
四
級
・
降
五
級
で
も
留
任
の
場
合
が
あ
る
）
、
調

用
処
分
は
「
降
一
級
」
か
ら
「
降
五
級
」
ま
で
の
範
囲
に
存
在
す
る
（
即
ち
「
降
一
級
調
用
」
か
ら
「
降
五
級
調
用
」
）
。
革
職
に
も
「
革
職
留
任
」

「
立
脚
離
任
」
「
革
職
永
不
準
用
（
宮
職
に
就
く
資
格
を
剥
奪
す
る
）
」
の
三
段
階
が
あ
る
。
こ
の
内
、
「
加
級
」
は
「
罰
俸
」
と
「
降
級
」
処
分
の

抵
鎗
を
許
さ
れ
る
が
、
実
際
に
は
「
降
級
」
処
分
抵
鎗
に
お
い
て
、
現
実
的
な
見
地
か
ら
制
限
事
項
が
存
在
す
る
。

　
「
降
級
留
任
」
処
分
は
、
そ
の
処
分
の
重
さ
を
示
す
段
階
と
は
別
に
、
そ
の
事
由
と
な
っ
た
案
件
の
種
類
に
よ
っ
て
大
き
く
二
種
類
に
分
け

ら
れ
る
。
一
つ
は
、
銭
糧
の
徴
収
が
不
十
分
で
あ
る
場
合
（
「
銭
糧
未
徴
」
）
や
犯
人
の
逮
捕
（
「
絹
犯
」
）
が
ま
だ
で
あ
る
と
い
っ
た
、
「
降
級
留

任
」
処
分
を
該
官
に
与
え
た
だ
け
で
事
足
れ
り
と
す
る
と
、
損
害
な
り
被
害
が
残
る
場
合
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
「
降
級
留
任
」
と
同
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
本
案
の
完
結
を
急
が
せ
、
そ
の
完
結
を
待
っ
て
処
分
を
解
く
（
「
開
復
扁
）
。
こ
れ
を
「
降
級
戴
罪
図
功
留
任
」
と
い
う
。
こ
れ
は
軽
い
「
降
俸

　
⑳
戴
罪
」
と
重
い
「
降
職
戴
罪
」
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
「
戴
罪
」
処
分
に
お
い
て
は
、
抵
錆
は
認
め
ら
れ
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
「
戴
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罪
」
に
入
ら
な
い
案
件
に
基
づ
く
「
降
級
留
任
」
処
分
（
こ
の
場
合
は
三
年
間
問
題
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
（
「
三
年
無
過
」
）
開
復
の
資
格
を
得
る
）
と

「
降
級
調
用
」
処
分
に
お
い
て
抵
錆
が
許
さ
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
よ
う
。

　
康
煕
三
十
六
年
、
江
寧
巡
補
格
攣
・
江
南
江
西
総
督
厳
責
勲
・
署
理
藁
蓑
総
河
童
安
国
の
三
人
は
、
治
下
の
塩
湯
県
な
ど
の
六
州
県
が
水
災

を
被
っ
た
際
に
、
田
地
の
処
置
を
め
ぐ
っ
て
戸
部
と
意
見
が
合
わ
な
か
っ
た
。
康
煕
帝
は
戸
部
の
意
見
が
正
し
い
と
判
断
し
、
三
人
を
処
分
す

る
よ
う
吏
部
に
命
を
下
し
、
結
果
二
部
の
下
し
た
判
断
は
、
宋
牽
が
「
早
島
」
、
萢
承
勲
・
董
安
国
両
人
は
「
降
四
級
調
用
」
、
但
し
萢
承
勲
に

は
「
加
四
級
紀
録
十
次
」
が
あ
る
の
で
、
そ
の
内
の
「
紀
録
八
次
二
二
級
」
を
も
っ
て
単
婚
し
、
そ
の
降
級
調
用
処
分
を
免
じ
、
ま
た
董
安
国

に
も
「
加
三
級
」
が
あ
る
の
で
「
降
三
級
」
と
抵
鋪
し
、
「
降
一
級
調
用
」
と
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
さ
す
が
に
康
煕
帝
は
、

こ
の
件
で
督
撫
ク
ラ
ス
が
一
度
に
二
人
も
任
を
解
か
れ
る
と
い
う
の
は
現
実
的
で
は
な
い
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
宋
牽
は
革
職
を
免
じ
、

「
降
五
級
留
任
」
と
し
加
重
・
紀
録
が
あ
れ
ば
抵
錆
を
許
す
（
ち
な
み
に
、
実
際
に
彼
は
加
三
級
を
所
有
し
て
い
た
の
で
、
抵
更
し
た
。
）
と
し
、
董

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

安
国
は
、
「
降
三
級
」
を
「
加
三
級
」
で
抵
質
し
た
上
で
、
「
留
任
（
降
一
級
留
任
）
」
と
す
る
よ
う
に
、
と
指
示
を
下
し
た
。

　
但
し
、
「
降
級
調
用
」
処
分
が
、
こ
の
例
の
よ
う
に
常
に
抵
錆
を
許
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
も
と
よ
り
「
降
級
調
用
」
処
分
は
、

相
当
に
重
い
事
案
に
基
づ
く
処
分
を
含
む
か
ら
、
予
め
「
不
詳
抵
錆
（
抵
錆
は
許
可
し
な
い
）
」
と
の
規
定
が
あ
る
場
合
（
「
酒
池
失
陥
」
等
）
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

り
、
ま
た
正
心
の
結
果
「
不
准
古
事
」
と
判
断
さ
れ
た
多
く
の
ケ
ー
ス
も
梢
案
の
中
に
見
い
だ
せ
る
。
ま
た
京
察
・
大
計
に
よ
っ
て
降
級
調
用

と
な
っ
た
場
合
は
当
然
抵
錆
が
許
さ
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
か
な
り
限
ら
れ
た
範
囲
で
し
か
「
抵
錆
」
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
が
、
実
際
に
は
、
職
務

上
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
発
生
す
る
落
ち
度
（
例
え
ば
期
隈
ま
で
に
事
務
が
完
了
し
な
か
っ
た
、
犯
人
を
一
度
は
逮
捕
し
た
の
に
脱
獄
を
許
し
た
、

勅
諭
を
火
事
で
焼
失
し
た
、
等
「
因
公
謎
誤
」
「
錯
誤
」
と
表
現
さ
れ
る
も
の
）
に
対
し
て
は
、
有
効
に
働
い
た
と
い
え
る
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
の
よ

う
な
「
落
ち
度
」
で
の
処
分
を
常
に
ま
と
も
に
受
け
て
い
た
の
で
は
、
昇
進
は
お
ろ
か
、
俸
禄
す
ら
満
足
に
受
領
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
、
時
代
は
随
分
後
の
史
料
に
な
る
が
、
・
周
訥
『
蜀
海
叢
談
』
が
清
末
の
地
方
宮
の
様
子
を
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「
級
」
は
指
導
で
き
、
州
県
官
の
場
合
、
一
級
に
つ
き
銀
二
百
両
余
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
実
鉄
所
有
者
は
、
普
段
か
ら
数
十
掲
納
で
手

　
　
に
入
れ
て
お
き
、
抵
錆
に
備
え
て
い
る
。
（
同
書
「
挙
劾
奨
罰
」
）

と
陳
べ
て
い
る
の
は
、
「
加
級
」
の
奈
辺
に
そ
の
利
用
価
値
を
見
出
し
て
い
た
か
、
官
僚
の
捉
え
方
を
端
的
に
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　
こ
の
抵
錆
制
度
は
、
概
ね
、
清
初
か
ら
康
煕
四
年
（
一
六
六
五
）
の
時
期
と
、
雍
正
三
年
（
一
七
二
五
）
か
ら
雍
正
六
年
の
時
期
の
、
二
つ
の

時
期
に
お
い
て
整
理
さ
れ
た
。
以
下
に
今
代
下
穿
制
度
の
成
立
を
編
年
で
簡
略
に
一
瞥
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
史
料
に
よ
れ
ば
、
履
初
に
紀
録
（
薗
部
に
お
け
る
評
価
加
点
）
に
よ
る
抵
錆
制
度
が
成
立
し
（
順
治
十
四
年
（
＝
ハ
五
七
）
～
康
煕
元
年
（
一
六
六

二
）
）
、
少
し
遅
れ
て
加
級
に
よ
る
抵
錆
制
度
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
順
治
十
四
年
に
「
紀
録
一
次
で
罰
俸
半
年
」
、
「
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

録
二
次
で
罰
俸
一
年
」
「
紀
録
四
次
で
降
一
級
」
と
の
抵
錆
が
規
定
さ
れ
た
。
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、
こ
の
時
、
戴
罪
の
場
合
の
抵
錆
禁
止

が
す
で
に
明
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
、
ま
た
銭
糧
関
係
の
処
分
で
も
銀
経
が
許
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
後
者
は
後
に
一
つ
の

議
論
の
中
心
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
と
こ
ろ
が
ま
も
な
く
、
「
紀
録
二
次
で
降
一
級
」
抵
錆
と
、
抵
錆
効
果
が
倍
に
変
更
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
し
て
ま
た
康
煕
元
年
に
な
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

順
治
ナ
四
年
の
規
定
に
戻
さ
れ
て
い
る
。

　
康
煕
二
年
（
｝
六
六
三
）
か
ら
康
煕
四
年
に
か
け
て
は
、
抵
錆
制
度
の
根
幹
が
矢
継
ぎ
早
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
康
煕
二
年
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

「
加
一
級
で
降
一
級
」
に
抵
魅
す
る
こ
と
が
議
准
さ
れ
、
康
煕
三
年
に
は
「
銭
糧
は
重
要
で
あ
り
、
抵
錆
を
准
せ
ば
、
官
員
が
徴
収
を
怠
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
」
と
い
う
ま
こ
と
至
極
な
理
由
で
、
銭
糧
未
徴
の
案
件
に
関
し
て
は
抵
錆
が
禁
止
さ
れ
た
。
続
く
康
煕
四
年
頃
は
降
級
留
任
処
分
を
受
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

者
が
、
後
に
加
級
を
得
た
場
合
、
遡
及
し
て
抵
推
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
こ
の
遡
及
し
て
抵
錆
を
許
さ
れ
る
の
は
加
級
の
大
き
な
特
徴
で
あ

る
が
、
他
面
当
然
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
、
処
分
を
受
け
て
か
ら
加
級
を
掲
饗
す
る
こ
と
で
、
そ
の
処
分
を
切
り
抜
け
る
官
員
の
増
加
を
招
く
よ

う
に
な
っ
た
。
一
つ
の
興
味
深
い
例
と
し
て
、
康
煕
十
二
年
（
一
六
七
三
）
十
二
月
初
七
日
、
陳
当
道
監
察
御
史
加
一
級
胡
三
祝
は
、
次
の
よ

う
な
内
容
を
上
奏
し
て
い
る
。
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…
…
臣
の
堂
官
厳
抗
は
も
と
（
太
平
寺
）
小
昼
で
あ
り
ま
し
た
。
康
煕
十
一
年
九
月
に
旨
に
従
い
察
議
具
奏
し
た
こ
と
が
原
因
と
な
り
、

　
降
～
級
罰
俸
一
年
留
任
の
処
分
を
う
け
ま
し
た
。
康
煕
十
二
年
五
月
に
な
り
、
彼
は
「
河
工
銀
」
千
両
を
据
納
し
、
例
に
照
ら
し
て
加
一

　
　
級
を
受
け
、
先
の
降
一
級
に
抵
鋪
を
許
さ
れ
、
ま
も
な
く
昇
進
し
て
臣
の
衙
門
の
余
都
御
史
と
な
り
、
今
で
は
い
か
め
し
く
も
左
副
都
御

　
　
史
に
お
り
ま
す
。
彼
は
例
に
従
っ
て
掲
要
し
、
例
に
従
っ
て
加
卜
し
て
、
元
の
級
に
戻
り
ま
し
た
（
「
還
級
」
）
か
ら
、
（
こ
の
こ
と
自
体
に
つ

　
　
い
て
は
）
殊
更
詮
議
立
て
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
先
で
も
後
で
も
な
く
、
丁
度
（
自
身
の
）
陞
転
停
止
（
降
級
留
任
中
は
陵
転
が
停

　
　
止
さ
れ
る
）
の
時
に
、
千
金
を
投
げ
捨
て
、
事
を
う
ま
く
運
び
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
華
車
な
る
も
の
は
、
都
寺
院
の
領
袖
で
あ
り
、
綱
紀

　
　
を
振
揚
し
、
九
卿
中
で
も
最
も
清
要
の
官
で
あ
り
、
そ
の
人
た
る
や
、
活
静
逸
方
、
顧
佐
・
海
燕
の
如
き
臣
に
し
て
は
じ
め
て
そ
の
職
に

　
　
適
い
ま
す
。
今
厳
沈
は
銭
で
も
っ
て
昇
進
を
得
た
に
過
ぎ
な
い
輩
、
人
品
卑
下
、
こ
の
風
紀
の
要
地
（
都
察
院
）
が
、
彼
の
よ
う
な
も
の

　
　
の
窃
み
居
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
こ
と
、
問
わ
ず
し
て
明
ら
か
で
あ
り
ま
す
。
臣
思
い
ま
す
に
、
例
に
良
か
ら
ぬ
点
が
有
り
ま
し
ょ
う
、
だ

　
　
か
ら
こ
そ
こ
の
よ
う
な
輩
が
「
公
義
」
を
名
目
に
自
ら
の
利
益
を
は
か
れ
る
の
で
す
。
臣
請
い
ま
す
に
、
部
に
命
じ
て
酌
議
さ
せ
、
今
後

　
　
大
小
官
員
が
河
工
に
つ
い
て
指
納
額
が
千
両
に
達
し
た
場
合
、
調
査
し
て
そ
の
該
当
正
員
に
現
在
降
級
が
無
け
れ
ば
、
こ
の
級
を
「
実
加

　
　
之
級
」
と
し
、
通
常
通
り
陞
転
ず
る
こ
と
を
許
可
し
ま
す
、
も
し
降
級
処
分
を
受
け
、
ま
だ
還
級
し
て
い
な
い
場
合
は
、
（
摘
納
に
よ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
　
こ
の
級
は
、
「
所
帯
之
級
」
と
し
て
（
抵
錆
を
許
さ
ず
）
、
通
常
通
り
の
陞
転
に
与
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
よ
う
に
。
…
…

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
そ
の
後
も
増
え
議
論
を
呼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
、
康
煕
二
十
三
年
（
一
六
八
四
）
に
は
「
遥
遥
加
平
」
に
よ
る
遡

　
　
　
　
　
⑳

及
抵
錆
の
停
止
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。

　
続
い
て
雍
正
三
年
九
月
二
十
三
日
に
以
下
の
よ
う
な
上
諭
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
…
…
そ
も
そ
も
一
人
の
身
に
は
、
功
績
も
あ
れ
ば
過
ち
も
あ
り
、
　
官
の
級
に
は
、
降
る
場
合
も
あ
れ
ば
加
わ
る
場
合
も
あ
る
。
旧
例
、

　
　
官
員
が
降
級
留
任
と
な
れ
ば
、
そ
の
陞
転
を
停
止
し
、
三
年
過
無
く
し
て
、
は
じ
め
て
開
復
を
准
し
、
降
級
の
後
に
、
恩
詔
期
首
が
あ
っ

　
　
て
も
、
抵
錆
を
准
さ
な
か
っ
た
、
（
こ
れ
は
）
功
で
過
を
補
い
、
人
に
自
ら
誤
り
を
正
さ
せ
る
道
理
で
は
な
い
。
以
後
、
降
級
留
任
の
官
員
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が
、
恩
詔
お
よ
び
議
叙
加
級
を
受
け
た
場
合
、
加
一
級
で
降
～
級
に
抵
錆
す
る
こ
と
を
准
ず
、
（
さ
す
れ
ば
）
人
皆
奮
励
し
、
勉
め
て
（
降

　
　
級
の
）
後
に
功
績
を
挙
げ
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
、
こ
れ
も
ま
た
吏
治
を
鼓
舞
す
る
一
法
で
あ
る
。
た
だ
し
降
級
の
後
に
加
級
を
指
納
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
　
た
者
に
つ
い
て
は
、
前
案
を
抵
錆
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

実
は
こ
の
内
容
そ
の
も
の
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
康
煕
年
間
に
確
定
し
て
い
る
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
康
煕
『
欽
定
処
分
則
例
聴
（
康
煕
士
一

年
議
定
）
開
復
降
級
留
任
に
よ
れ
ば
、

　
　
一
定
例
“
内
外
官
員
、
事
に
因
り
て
降
級
留
任
せ
る
者
有
れ
ば
、
参
年
過
無
く
し
て
、
方
め
て
開
復
を
題
請
す
る
を
准
ず
。
…
…
如
し
内

　
　
外
大
小
各
宮
の
降
級
留
任
せ
る
者
、
後
に
級
を
加
う
る
に
遇
わ
ば
、
其
の
前
降
の
級
を
抵
隠
す
る
を
准
ず
、
等
語
あ
り
。

と
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
雍
正
三
年
の
上
諭
の
焦
点
は
、
一
つ
は
「
恩
詔
藩
学
」
に
よ
る
遡
及
抵
錆
許
可
の
明
言
（
こ
れ
は
咽
六
部
則
三
新
麺
が

こ
の
項
目
の
タ
イ
ト
ル
を
「
恩
詔
議
叙
加
級
抵
錆
」
と
銘
打
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
う
理
解
さ
れ
る
）
と
、
同
時
に
、
康
煕
一
　
十
三
年
に
決
め
ら
れ
た

掲
納
茄
級
の
遡
及
抵
鋪
停
止
を
含
め
た
抵
錆
制
度
の
整
理
と
再
確
認
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
続
い
て
男
猫
六
年
、
抵
錆
制
度
に
お
け
る
重
要
な
制
定
が
な
さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
「
加
級
」
が
「
降
級
」
に
、
「
紀
録
」
が
「
降
級
」

「
罰
俸
」
に
抵
錆
で
き
る
と
さ
れ
て
は
い
た
が
、
「
加
級
」
を
「
紀
録
」
に
読
み
替
え
て
、
「
罰
俸
」
に
抵
忘
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

つ
た
。
そ
れ
が
こ
の
年
ま
ず
在
京
八
旗
武
職
官
員
に
限
り
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
に
乾
隆
八
年
（
一
七
四
三
）
十
　
月
ま
で
順

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

次
全
て
の
官
員
に
適
用
さ
れ
て
い
く
糸
口
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
に
至
っ
て
公
営
制
度
は
、
抵
錯
関
係
の
基
本
的
な
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
の
完
成
を
見
た
。
以
上
の
内
容
を
一
覧
に
す
る
と
以
下
の
よ
う
で
あ

る
。　

　
罰
俸
一
ヶ
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
降
｝
級
↑
加
一
級
／
紀
録
四
次

　　

@
　
二
・
月
丁
量
ハ
斉
に
な
葺
紀
録
癒
　
一
奉
加
二
級
／
紀
録
八
次

　
　
　
　
三
ヶ
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
級
↑
加
三
級
／
紀
録
＝
一
次
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六
ヶ
月
↑
紀
録
一
次
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
四
級
↑
加
四
級
／
紀
録
工
ハ
次

　
　
　
　
九
ヶ
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
級
↑
加
五
級
／
紀
録
二
十
次

　
　
　
　
　
　
一
年
↑
紀
録
二
次

　
　
　
　
　
二
年
↑
紀
録
四
次
／
加
一
級

　
ま
た
軍
功
審
級
に
つ
い
て
も
若
干
触
れ
て
お
く
と
、
雍
正
十
二
年
目
一
七
三
四
）
ま
で
は
、
通
常
の
加
工
の
四
倍
の
抵
錆
効
果
を
有
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

た
（
則
ち
軍
功
紀
録
一
次
は
、
降
［
級
と
抵
錆
で
き
た
）
。
雍
正
十
二
年
に
な
っ
て
こ
の
効
果
は
半
減
さ
れ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
常
の
二
倍
と
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
野
服
や
封
贈
階
を
上
昇
さ
せ
る
と
い
っ
た
再
応
の
本
来
的
な
効
果
が
制
限
さ
れ
て
い
く
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

抵
錆
制
度
も
整
頓
さ
れ
て
い
く
の
が
よ
く
分
か
る
。
そ
こ
に
我
々
は
、
あ
る
意
味
で
さ
さ
い
な
加
級
落
度
の
よ
う
な
も
の
に
で
す
ら
、
当
時
の

人
々
が
よ
り
大
き
な
秩
序
の
バ
ラ
ン
ス
と
い
っ
た
点
か
ら
不
断
に
配
慮
し
て
い
た
こ
と
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
上
記
の
よ
う
に
体
系
化
さ
れ
た
加
級
・
貫
録
に
よ
る
抵
錆
制
度
で
は
あ
っ
た
が
、
早
く
も
乾
隆
十
年
（
一
七
四
五
）
に
な
っ
て
、

間
接
的
に
大
き
な
変
化
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
年
、
従
来
実
施
さ
れ
て
い
た
掲
納
の
、
実
意
と
関
係
の
な
い
部
分
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

「
現
行
事
例
」
と
し
て
固
定
化
さ
れ
、
常
時
据
納
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
当
然
加
級
も
常
時
絹
納
で
入
手
出
来
る
よ
う
に
な
り
、

所
有
者
の
爆
発
的
な
増
加
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
同
心
年
間
刊
本
の
『
増
修
現
行
常
例
』
は
、
数
多
の
報
償
項
目
の
中
で
、
「
指
加
療
紀
録
」
と
し
て
「
画
意
」
値
段
表
を
最
初
に
掲
げ
て
い

る
。
当
時
の
官
僚
達
の
関
心
の
高
さ
を
推
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
①
な
お
、
章
を
進
め
る
に
先
立
ち
、
清
代
加
級
制
度
の
萌
芽
と
し
て
、
明
代
の
加
　
　
兵
部
関
係
文
書
に
偏
っ
て
い
る
た
め
、
ど
う
し
て
も
文
官
系
統
に
議
論
を
敷
術
し

　
　
級
制
度
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。
万
暦
『
大
明
会
典
恥
以
降
の
官
制
の
　
　
　
　
　
一
般
化
し
て
い
く
こ
と
が
踏
躇
さ
れ
る
。
そ
の
上
で
な
お
、
幾
つ
か
の
事
実
を
指

　
　
変
化
や
、
宮
僚
処
分
の
実
態
に
つ
い
て
は
残
念
な
が
ら
、
清
代
の
そ
れ
と
同
レ
ベ
　
　
　
　
　
噂
し
て
後
考
を
期
し
た
い
。

　
　
ル
で
論
じ
る
こ
と
は
現
在
の
筆
者
の
力
量
で
は
不
可
能
で
あ
る
。
崇
禎
の
実
録
が
　
　
　
　
　
ま
ず
、
清
里
の
官
僚
の
よ
う
に
、
屑
書
き
の
一
部
と
し
て
「
夏
蔦
」
を
記
す
例

　
　
存
在
せ
ず
、
ま
た
崇
禎
年
問
の
実
態
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
『
明
清
詔
旨
』
が
　
　
　
　
　
は
、
ほ
と
ん
ど
探
し
出
せ
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に
「
神
機
六
営
右
営
副
将
署
都
督
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清代加級考（大野）

　
倉
事
加
一
級
唐
鉦
正
扁
（
噌
明
清
史
料
』
辛
編
第
十
本
九
四
六
頁
）
と
い
っ
た
例
が

あ
る
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
加
級
」
の
実
例
は
蓬
か
に
多
く
探
し
出
せ

　
る
。
例
え
ば
、
孫
伝
庭
『
白
谷
豊
北
巻
一
、
辞
加
級
銀
弊
疏
に
よ
れ
ば
、
「
…
…

　
該
本
部
（
戸
部
）
覆
題
、
則
宗
塘
惧
十
年
十
一
月
初
山
即
日
、
奉
聖
鴇
日
、
悉
ず
魔
…
愛
卯
加
一

　
級
、
潮
頭
年
等
倶
秘
録
。
孫
伝
庭
（
こ
の
時
事
西
巡
撫
）
清
屯
充
飼
、
労
怨
不
辞
、

　
著
加
一
級
、
伽
賞
銀
三
十
両
・
綜
綜
二
表
裏
、
用
捨
翼
翼
。
」
と
あ
る
（
同
様
に

　
両
翼
総
督
王
業
浩
も
「
加
一
級
賞
銀
三
十
両
」
を
受
け
て
い
る
（
『
明
清
史
料
』

　
癸
編
第
一
本
三
七
頁
）
）
し
、
龍
門
と
長
安
嶺
で
工
事
が
終
了
し
た
の
に
対
し
、

　
覇
府
巡
撫
が
即
功
を
請
う
た
と
こ
ろ
「
張
魏
等
王
員
各
加
｝
級
、
劉
芳
川
等
十
三

　
員
各
紀
録
、
…
…
」
と
の
旨
が
降
っ
て
い
る
（
『
明
清
史
料
㎞
乙
編
第
五
本
四
〇

　
四
頁
）
。
此
外
に
も
『
明
史
隔
等
も
含
め
実
例
を
探
し
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
た

　
だ
残
念
な
こ
と
に
、
い
ず
れ
も
、
武
官
や
軍
功
系
統
の
も
の
で
あ
り
、
ま
た
詳
細

　
は
ほ
と
ん
ど
解
明
出
来
て
い
な
い
。
章
の
中
で
論
究
す
る
よ
う
に
、
清
代
「
加

　
級
」
制
度
は
「
降
級
」
制
度
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
『
明
実
録
』

　
や
『
万
暦
邸
紗
』
中
に
あ
れ
ほ
ど
数
多
の
降
級
例
が
有
れ
ば
、
も
っ
と
文
官
の
加

　
級
例
が
見
つ
か
っ
て
も
よ
さ
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
実
際
は
そ
う
で
は
な
い
。

　
こ
の
こ
と
は
醤
葉
に
よ
る
印
象
と
は
異
な
り
、
別
々
に
発
展
を
遂
げ
た
の
で
は
な

　
い
か
と
も
類
推
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
考
成
法
の
検
討
も
含
め
て

　
別
の
角
度
か
ら
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。

②
更
に
希
な
場
合
と
し
て
、
頂
戴
の
み
の
ラ
ン
ク
を
上
げ
る
門
加
頂
戴
何
級
」
と

　
い
う
例
も
あ
る
。
例
え
ば
、
乾
隆
十
六
年
二
月
十
三
日
、
江
南
河
道
総
督
で
あ
っ

　
た
高
斌
は
「
加
一
級
」
を
賜
っ
た
が
、
同
時
に
尊
墨
で
あ
っ
た
聖
算
載
は
「
加
頂

　
戴
一
級
」
を
賜
っ
た
（
欽
定
噸
南
面
聖
典
』
巻
六
十
九
）
。

③
　
そ
れ
ぞ
れ
①
康
熈
門
欽
定
処
分
則
例
』
（
国
立
国
会
図
番
黒
海
蔵
本
）
冒
頭
の

　
編
纂
者
列
街
②
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
所
蔵
内
閣
大
庫
椙
案
第
一
〇

　
四
三
七
七
号
（
康
煕
二
十
三
年
三
月
二
十
二
日
付
）
③
『
大
網
墾
祖
仁
皇
帝
実

　
録
』
蟹
頭
編
纂
者
列
車
。

④
康
煕
二
十
三
年
段
階
。
雍
正
八
年
、
正
二
品
に
変
更
。

⑤
『
史
料
論
難
』
第
一
集
（
羅
雪
堂
先
生
全
集
五
霞
）
収
。

⑥
隠
米
冊
と
い
う
史
料
の
正
確
か
ら
す
れ
ば
、
よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、
こ
の
時
期

　
に
は
俸
給
の
増
加
を
伴
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
ぬ
が
、
管
見
の
限

　
り
で
は
、
前
後
の
時
代
の
史
料
に
も
、
加
級
に
よ
る
俸
給
の
増
加
を
指
し
示
す
史

　
料
は
な
い
。
従
っ
て
恐
ら
く
は
通
常
の
憂
欝
の
加
級
に
お
い
て
は
、
清
朝
を
通
じ

　
て
俸
給
の
増
加
は
な
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

⑦
な
お
こ
の
覆
准
は
『
本
朝
続
増
則
例
二
軍
』
吏
無
上
、
加
級
紀
録
、
加
級
倶
准

　
註
冊
、
不
許
惜
越
懸
子
坐
褥
に
も
収
載
。

⑧
『
聖
祖
仁
皇
帝
聖
訓
』
巻
五
十
三
。

⑨
乾
隆
『
大
清
会
典
則
例
』
巻
六
十
五
、
礼
部
、
儀
制
清
吏
司
、
冠
服
。

⑩
雍
正
『
上
諭
八
旗
』
三
八
、
雍
正
八
年
四
月
十
四
日
付
上
諭
。
ま
た
乾
隆
嘲
大

　
清
ム
覧
典
則
例
』
巻
六
十
五
、
礼
部
、
儀
制
清
吏
司
、
冠
服
。

⑪
こ
れ
以
外
に
も
草
聖
に
お
い
て
は
、
考
満
の
都
度
封
戸
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

　
康
煕
二
年
に
こ
の
一
考
満
封
贈
」
は
停
止
さ
れ
た
。
『
清
朝
文
献
通
老
磁
巻
五
十

　
九
、
選
挙
十
三
参
照
。

⑫
開
順
治
実
録
隔
巻
四
十
一
、
順
治
五
年
乙
甲
の
条
。
ま
た
乾
隆
『
大
清
会
典
則

　
例
㎞
巻
三
十
、
吏
部
、
験
封
清
吏
司
、
騒
騒
に
収
載
。

⑬
欄
六
部
題
定
薪
例
』
吏
部
中
、
封
贈
事
例
、
康
煕
十
五
年
正
月
。
ま
た
『
新
増

　
撰
定
六
部
考
成
現
行
挙
例
』
巻
二
、
土
堤
、
一
睡
事
例
に
も
収
載
。

　
　
　
其
前
詔
命
、
授
職
官
陞
級
改
任
者
、
着
照
例
封
贈
。

　
ま
た
門
六
部
山
迷
新
例
』
吏
部
下
、
郷
里
二
塁
、
康
煕
二
十
～
年
三
月
。

　
　
　
其
遇
前
詔
巳
封
国
後
、
改
任
者
、
照
其
改
任
封
贈
、
陞
聖
者
、
善
所
陞
級
換

　
　
　
墨
差
、
於
黙
黙
襲
踏
。

⑭
乾
蚕
簿
大
回
会
典
則
目
皿
巻
三
十
、
吏
部
、
験
封
清
吏
司
、
封
土
。
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⑮
『
万
寿
盛
典
㎞
巻
二
十
六
、

　
旨
事
所
3
1
。

＠＠

六
日
月
二
十
四
日
吏
部
W
同
書
臣
密
閏
厚
面
女
等
静
謹
奏
為
灘
粥

　
な
お

　
年
八
月
、

　
載
。

⑱
出
田
耕
一
郎
「
清
初
の
掲
納
－
三
豊
の
乱
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
一
」
（
㎎
駿

　
台
史
学
㎞
第
六
十
六
号
、
一
九
八
六
年
）
の
第
一
表
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
瀬
治
十

　
一
年
の
搦
例
の
中
に
、
加
級
の
報
償
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑲
『
明
清
楷
案
』
諺
ω
￥
。
。
9
順
治
十
八
年
十
月
付
車
克
等
（
当
時
吏
部
尚
書
で

　
あ
っ
た
）
題
本
。
な
お
こ
れ
は
血
清
再
演
実
録
』
巻
四
、
順
治
十
八
年
九
月
庚
子

　
の
条
に
晃
え
る
康
煕
帝
の
意
見
に
基
づ
く
。

⑳
魍
万
寿
盛
典
』
巻
二
十
六
。

⑳
『
定
例
続
編
』
巻
三
、
三
部
職
制
下
三
、
恩
認
加
欝
欝
抵
錆
、
雍
正
十
三
年
十

　
二
月
。

⑳
註
⑱
参
照
。

⑬
　
例
え
ば
、
私
鋳
銭
犯
を
逮
捕
し
た
場
合
、
一
件
に
つ
き
紀
寺
一
次
が
与
え
ら
れ
、

　
四
件
で
加
一
級
が
与
え
ら
れ
た
（
乾
隆
糊
大
薮
会
典
則
例
㎞
巻
十
八
、
吏
部
、
考

　
功
清
吏
司
、
銭
法
、
康
煕
十
二
年
覆
准
）
。

⑳
　
註
⑰
参
照
。
た
だ
し
、
よ
り
厳
密
に
は
、
漢
官
は
紀
録
一
次
に
読
み
替
え
て
い

開
八
過
万
寿
盛
典
』
巻
六
十
三
、
乾
隆
五
十
五
年
。

灘
ハ
部
頴
簿
疋
新
例
』
吏
部
中
、
紬
川
…
紀
、
加
級
改
紀
録
。

世
祖
皇
帝
時
、
在
外
凡
有
加
級
・
登
録
官
員
、
歴
俸
年
掛
、
与
無
等
級
・
紀

録
官
員
、
先
行
陞
補
。
康
配
…
三
年
三
月
内
、
逆
臣
喬
条
奏
、
九
卿
会
議
、
其

陞
転
照
加
級
・
紀
念
先
蹴
転
之
処
、
応
急
停
止
。
凡
陞
転
任
内
、
錯
其
所
加

一
級
、
改
為
紀
録
～
次
、
将
紀
録
勿
帯
新
任
胎
盤
、
等
困
具
題
、
奉
唱
、
依

議
。
　
『
本
朝
則
例
類
編
曝
曲
部
巻
上
、
二
級
紀
録
、
陞
任
加
級
書
紀
録
、
康
熈
七

　
　
ま
た
『
新
増
量
定
六
部
考
精
留
行
則
例
㎞
加
紀
、
加
級
改
紀
録
に
も
収

　
た
が
、
満
官
に
お
い
て
は
、
一
切
削
除
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
雍
正
三
年
に
な
り
、

　
吏
部
侍
郎
傅
敏
の
意
見
に
基
づ
い
て
、
満
漢
と
も
に
紀
録
一
次
に
読
み
替
え
る
こ

　
と
と
な
っ
た
。
『
諭
白
旗
、
務
半
夏
席
巻
三
、
ま
た
雍
正
『
欽
定
異
型
満
官
則
例
』

　
官
員
加
級
参
照
。

⑳
　
ま
た
、
督
撫
ク
ラ
ス
の
高
官
に
お
い
て
は
、
部
議
が
革
帯
等
重
い
処
分
で
あ
っ

　
た
の
に
、
皇
帝
の
決
定
に
よ
っ
て
「
罪
を
軽
く
し
て
（
従
寛
）
」
戴
罪
と
な
る

　
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
る
。
｝
例
と
し
て
噸
康
煕
朝
鳶
文
殊
批
奏
細
蟹
編
』
康
煕
五
十

　
二
年
閏
五
月
付
福
建
鼻
聾
総
督
臣
萢
暁
崇
奏
摺
参
照
。

⑳
　
よ
り
厳
密
に
い
え
ば
、
「
降
俸
戴
罪
」
は
、
俸
禄
の
み
を
下
げ
る
（
口
官
品
が

　
下
が
っ
た
訳
で
は
な
い
）
の
で
、
「
降
級
」
よ
り
も
更
に
軽
い
処
分
だ
と
い
え
る
。

⑳
　
　
門
西
阪
類
稿
』
巻
三
十
五
、
m
謝
恩
疏
」
（
康
煕
王
十
六
年
十
月
十
八
日
上
）
。

⑳
　
例
え
ば
、
明
清
史
料
癸
編
第
六
本
、
五
八
～
頁
引
湖
南
学
政
銭
漕
…
の
例
。
彼
は

　
県
民
が
「
編
造
客
語
」
し
た
こ
と
を
知
り
な
が
ら
具
奏
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対

　
し
て
学
部
は
「
起
案
非
尋
常
事
件
、
錐
有
加
級
、
応
不
丁
霊
錆
。
扁
と
判
断
し
た
。

⑳
驚
ハ
詩
題
定
新
例
㎞
吏
部
中
、
加
紀
、
紀
録
拍
抵
。

　
　
　
凡
紀
録
各
官
、
後
恩
遇
処
、
除
貧
血
壊
法
、
大
計
京
察
、
失
陥
城
池
、
八
方

　
　
　
処
分
、
衙
役
詐
賎
不
能
覚
察
、
濡
事
、
凡
異
訓
鳶
職
者
、
一
概
不
准
抵
算
。

　
　
　
凡
革
職
住
俸
戴
罪
以
及
降
俸
降
級
残
罪
、
原
審
虚
革
虚
降
、
倶
不
便
抵
算
外
、

　
　
　
其
余
銭
糧
参
罰
以
及
別
項
謎
俣
事
故
処
分
、
毎
紀
録
二
次
、
抵
罰
俸
一
年
、

　
　
　
紀
録
｝
欝
欝
罰
俸
半
年
。
如
罰
俸
不
至
一
年
・
半
年
、
傍
留
紀
録
、
寛
行
議

　
　
　
罰
。
毎
紀
録
四
次
、
抵
降
職
一
級
。
如
応
降
職
一
級
而
止
有
　
・
二
次
紀
録

　
　
　
者
、
応
降
～
級
、
働
帯
紀
録
。
毎
紀
録
八
次
、
抵
降
職
二
級
。
如
応
降
職
二

　
　
　
級
而
止
有
五
・
六
次
紀
録
者
、
応
准
抵
降
一
級
、
伽
降
～
級
、
帯
側
余
紀
録
。

　
　
　
其
有
紀
録
七
・
八
次
或
九
次
十
次
者
、
伍
照
此
例
抵
拍
。
若
紀
録
浮
於
降
罰

　
　
　
之
数
者
、
除
抵
降
罰
外
、
余
論
留
紀
録
註
冊
、
庶
於
功
過
相
準
、
勧
懲
各
当

　
　
　
突
。
順
治
十
四
年
八
月
初
四
日
題
、
初
五
日
奉
旨
、
依
議
。
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⑳
　
　
『
清
朝
文
献
選
考
』
巻
五
十
九
、
選
挙
十
三
。
ま
た
註
⑲
所
引
車
克
題
本
に
も

　
「
査
、
軍
事
降
～
級
者
、
准
抵
型
録
弐
次
。
」
と
あ
る
。

⑳
　
　
『
六
部
算
定
新
例
』
警
部
中
、
加
紀
、
薦
紀
抵
錆
次
数
。
ま
た
『
定
例
全
編
挽

　
巻
五
、
吏
部
考
功
司
、
照
降
書
留
錆
。

⑳
　
た
だ
こ
の
こ
と
は
乾
隆
隅
大
清
会
典
則
例
隔
巻
十
二
、
吏
部
、
農
功
清
吏
司
、

　
陞
選
、
官
員
降
重
患
錆
で
し
か
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
更
に
早
い
可
能
盤
が

　
あ
る
。
「
瀬
治
一
四
年
詔
命
∵
－
…
至
有
加
級
之
官
、
後
遇
降
級
、
准
其
按
級
抵

　
錆
。
」
と
い
う
凹
定
例
全
編
』
巻
五
、
吏
部
考
功
司
、
凡
降
罰
抵
錆
の
史
料
は
他

　
書
（
特
に
欄
六
部
妻
定
新
例
輪
）
と
は
一
致
し
な
い
。

⑳
　
た
だ
し
康
煕
糊
欽
定
処
分
則
置
型
（
康
煕
十
二
年
議
定
）
吏
部
・
薦
紀
抵
鎗
に

　
　
　
至
処
分
施
欠
銭
糧
官
員
、
有
軍
功
者
難
論
抵
錯
。
葦
子
銭
糧
全
完
加
級
・
紀

　
　
　
覇
者
、
不
識
抵
錆
、
似
属
馬
齢
。
相
応
将
処
分
施
欠
銭
糧
官
員
、
諸
因
銭
糧

　
　
　
全
完
加
級
・
紀
録
者
、
伽
准
藍
錆
。

　
と
あ
る
よ
う
に
、
軍
功
加
級
と
銭
糧
金
完
に
よ
っ
て
得
た
加
湿
に
限
り
相
論
を
許

　
す
と
そ
の
後
変
更
さ
れ
て
い
る
。

⑭
　
　
『
⊥
ハ
部
軒
下
疋
新
…
例
臨
｛
史
部
中
、
加
紀
、
隆
　
草
切
田
原
任
抵
錆
。

　
　
　
査
、
世
祖
皇
帝
時
、
降
級
留
原
任
官
員
、
後
幅
加
養
、
不
准
抵
錯
所
降
之
級
。

　
　
　
康
煕
四
年
置
月
内
奉
旨
”
此
等
降
級
又
加
級
者
、
理
応
戦
錆
。
欽
此
。
該
臣

　
　
　
部
議
覆
将
此
等
降
級
留
原
任
、
若
有
繋
加
級
者
、
藩
邸
抵
錆
。
現
在
遵
行
。

　
　
　
相
応
侃
照
見
語
例
可
也
。
奉
旨
、
工
面
。

　
ま
た
『
新
増
更
定
六
部
考
成
現
行
難
語
隔
膳
部
巻
二
、
加
紀
、
降
級
留
原
任
抵
錆

　
に
も
収
載
。

⑮
　
　
明
歴
史
詰
開
』
（
一
九
九
一
二
年
第
二
期
）
康
煕
初
年
有
開
掲
納
御
史
奏
章
所
収
。

⑳
　
外
新
義
字
定
六
部
早
成
現
行
則
三
輪
巻
二
、
繋
恋
、
停
止
掲
級
抵
錆
。

　
　
　
康
煕
二
十
三
年
五
月
内
里
美
　
題
為
請
停
大
臣
掲
輸
復
職
之
例
等
事
。
該
臣

　
　
　
等
議
得
御
史
石
　
条
奏
前
事
。
査
定
例
、
内
外
大
小
各
官
有
降
級
留
任
者
、

　
　
　
後
患
功
雲
級
、
准
其
抵
亭
主
降
之
級
。
嗣
因
開
有
掲
納
事
例
、
凡
降
級
留
任

　
　
　
官
員
、
後
有
点
語
加
級
者
、
亦
照
此
例
准
薄
霞
錆
、
在
案
。
応
将
此
後
降
級

　
　
　
留
任
内
外
大
小
各
官
、
如
有
漏
謙
抑
級
、
沓
取
到
部
、
査
門
者
？
】
倶
停
其

　
　
　
即
行
抵
錆
、
止
許
註
冊
、
其
降
級
留
任
之
処
、
諸
侯
三
年
単
果
磁
器
、
可
也
。

　
　
　
奉
読
、
依
議
。

⑳
　
雍
正
魍
上
諭
内
実
㎞
、
巻
三
十
六
。
ま
た
雍
正
『
欽
定
吏
部
処
分
則
例
㎞
巻
二
、

　
降
罰
、
降
級
留
任
准
抵
錆
、
『
六
部
則
例
新
編
』
吏
部
、
恩
鯖
瀬
叙
加
級
抵
錆
を

　
参
照
。

⑳
　
乾
隆
『
大
清
会
典
則
例
㎞
巻
九
、
吏
部
、
文
選
清
吏
司
、
漢
員
陞
補
、
官
員
即

　
陞
加
級
紀
録
。
た
だ
し
恩
詔
加
級
は
こ
れ
を
許
さ
な
い
。

⑳
註
磯
参
照
。
ま
た
乾
隆
噸
大
賢
会
典
則
例
㎞
巻
一
百
十
六
、
兵
部
、
職
方
清
吏

　
司
、
公
式
一
、
八
強
奪
旗
通
例
、
乾
隆
八
年
奉
旨
及
び
『
定
例
続
編
』
巻
三
、
吏

　
部
職
制
下
三
、
紀
録
抵
錆
降
罰
、
活
路
八
年
十
一
月
。

⑳
　
紀
録
一
次
に
及
ば
な
い
程
度
の
罰
俸
を
受
け
た
場
合
に
、
こ
れ
を
註
遷
し
て
お

　
い
て
罰
俸
六
ヶ
月
に
達
す
る
と
紀
録
一
次
と
註
冊
す
る
と
い
う
手
法
は
、
乾
隆
七

　
年
（
対
旗
、
員
）
、
八
年
（
対
京
官
）
に
制
定
さ
れ
た
。
た
だ
し
外
官
は
従
来
通
り
、

　
罰
俸
六
ヶ
月
に
達
し
な
い
場
合
は
抵
錯
を
許
さ
ず
、
罰
俸
処
分
と
さ
れ
た
。
乾
隆

　
『
大
清
会
典
則
例
歴
吏
部
、
考
功
清
吏
司
、
巻
十
二
、
官
員
降
罰
抵
錯
参
照
。

⑪
　
旗
煕
『
六
部
処
分
嘉
例
』
雌
蕊
、
邪
魔
抵
錆
、
等
参
照
。

⑫
　
乾
隆
『
大
清
会
典
則
例
』
巻
十
二
、
官
員
降
罰
魚
群
、
巻
一
百
十
六
、
兵
部
、

　
職
方
清
吏
司
、
公
式
｝
、
八
旗
弔
旗
通
例
、
参
照
。

⑬
　
　
『
清
高
宗
実
録
島
乾
隆
十
年
十
月
庚
申
の
条
。
詳
細
は
伍
躍
「
清
代
幽
門
制
度

　
論
考
－
報
据
を
中
心
に
一
」
（
研
究
代
表
者
夫
馬
進
明
中
国
明
清
地
方
桜
案
の
研

　
究
暁
、
科
研
費
研
究
成
果
報
告
轡
、
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
。
ま
た
許
大
齢
噌
清

　
代
掲
納
制
度
』
（
蝶
蝿
燕
京
学
社
、
一
九
五
〇
年
）
八
三
頁
歩
引
。
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以
上
、
加
級
制
度
の
内
容
と
変
遷
を
中
心
に
論
じ
て
き
た
が
、
翻
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
こ
の
「
加
級
」
と
は
、
職
権
や
職
街
の
付
与
、
俸

給
の
増
加
を
伴
わ
な
い
点
で
「
陞
用
」
や
「
馬
面
」
に
比
べ
て
、
国
家
に
と
っ
て
秩
序
の
側
面
か
ら
し
て
も
財
政
の
面
か
ら
し
て
も
、
比
較
的

与
え
や
す
い
褒
賞
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し
か
も
当
初
は
、
官
僚
社
会
で
の
体
面
的
上
昇
で
あ
る
春
服
の
ラ
ン
ク
の
上
昇
を
伴
っ
て
い
た
か
ら
、

尚
更
あ
る
程
度
上
昇
志
向
を
満
足
さ
せ
う
る
と
言
う
意
味
に
お
い
て
、
賞
与
し
や
す
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
思
え
ば
、
科
挙
に
よ
っ
て
開
か
れ
た

蚕
齢
社
会
と
増
加
す
る
官
僚
に
対
応
し
て
、
官
僚
個
々
人
の
上
昇
志
向
を
巧
み
に
操
作
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
、
か
つ
差
等
あ
る
褒
賞
の
形

式
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
「
白
墨
」
「
計
量
」
「
加
食
管
級
」
「
加
級
」
「
加
頂
戴
」
と
い
っ
た
多
様
な
褒
賞
の

存
在
が
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
手
段
と
も
な
り
、
官
僚
社
会
の
強
靱
さ
を
支
え
る
大
き
な
柱
の
一
つ
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た

こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。

　
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、
同
時
に
、
官
僚
が
日
常
犯
し
、
自
分
の
官
僚
人
生
に
大
き
な
支
障
と
な
り
、
ま
た
は
挫
折
を
も
た
ら
す
よ
う
な
、

網
の
目
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
多
種
の
処
分
を
、
幾
分
な
り
と
も
緩
和
で
き
る
よ
う
に
抵
錆
効
果
を
備
え
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
加
点
制
度

の
巧
緻
さ
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
『
蜀
海
叢
談
』
に
見
え
る
、
伊
納
で
加
級
を
手
に
入
れ
て
お
き
処
分
に
備
え
る
地
方
官
の
姿
は
、

慣
例
化
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
る
も
の
の
、
官
僚
人
生
を
生
き
抜
く
上
で
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
し
、
骸
骨
で
加
級
を
準
備
し
て

お
か
な
い
地
方
官
に
対
し
て
、
周
詞
が
続
け
て
「
平
日
慢
不
経
営
（
日
頃
か
ら
全
く
気
配
り
を
し
な
い
）
」
と
断
じ
て
い
る
の
は
、
我
々
か
ら

み
て
も
妥
当
な
評
価
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
同
時
に
、
我
々
は
、
下
級
所
有
者
の
増
加
及
び
個
人
の
加
級
数
の
増
加
に
応
じ
て
、
加

級
制
度
と
煮
冷
制
度
に
あ
る
時
は
修
正
を
加
え
、
あ
る
時
は
制
限
を
設
け
る
、
そ
こ
に
国
家
の
対
応
の
柔
軟
性
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
伝
統
中
国
の
官
僚
制
度
の
そ
こ
か
し
こ
に
現
れ
る
、
一
見
後
手
に
回
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
、
対
症
療
法
的
に
見

え
る
国
家
の
対
応
の
申
に
こ
そ
、
実
は
当
時
の
人
々
が
細
や
か
な
注
意
を
払
い
、
情
熱
を
傾
け
追
求
し
た
理
路
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
思
い
を



至
ら
せ
て
く
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
追
求
す
る
こ
と
で
、
伝
統
中
国
の
官
僚
制
度
が
、
官
僚
社
会
の
中
に
雪
崩
れ
込
ん
で
く
る

膨
大
な
人
々
と
そ
の
多
様
な
欲
望
の
中
で
、
な
ぜ
硬
直
化
し
た
り
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
り
せ
ず
に
、
か
く
も
生
き
た
強
靱
さ
を
維
持
し
続
け
ら

れ
た
の
か
、
と
い
う
命
題
へ
と
展
望
を
広
げ
う
る
に
違
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
研
修
員
　
京
都
市
西
京
区
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The万碗加級System　of　Promotion　under　the　Qing　DynastY：

　　　　　　The　Durable　Bureaucracy　of　Late　lmperial　China

by

ONo　Koji

　　Qing　Dynasty　（1644－1911）　records　concernirig　bureaucratic　appointments

丘equently　ref6r．to　the　termブ吻i，　which　represented　a　means　of　hono面g　of6cials．

Significantly，　during　the　Ming　Dynasty　（1368－1644）　this　term　rarely　appears．

Instead，　it　first　became　prominent　du血g　the　Qianlong　reign（1736－96）．　As　it

became　common，　its　original　function　as　a　means　of　praising　othcials　withered，　aRd

instead，　it　could　be　purchased　by　othcials，　who　used　it　as　a　means　to　offset　any

possible　future　demotions．　This　elaborate　structure，　devoted　to　preserving

orecial　posts，　represented　one　of　the　ppaars　that　accounted　for　the　durability　of　the

traditional　Chinese　bureaucracy．

The　Use　and　Storage　of　the　Imperial　Seals（Rei－in鈴印）：

　　　　Refiections　on　the　Nature　of　Sovereign　Authority

by

KATO　Asako

　　This　study　represents　a　reappraisal　of　both　the　nature　of　lmperial　authority　and

conventional　wisdom　regairding　the　possession　of　the　othcial　imperial　seals　of　ofice

（Rei－in）．　This　monograph　analyzes　how　these　seals　were　used　and　protected　and

the　implications　this　has　for　the　nature　of　sovereignity　in　ancient　Japan．

　　Du血g　the　Nara　era（710－84），　the　Rei－in　was　stored血the　palace　and　only

lesser　rninisters　of　state（shonagon少納言and　shurei主鈴）had　the　authohty　to

take　out　the　seals　and　agow　them　to　be　used．　Save　for　times　when　the　capital

was　being　moved，　these　seals　could　not　be　removed　from　the　palace．

Nevertheless，　both　emperors（tenno天皇）and　ret辻ed　emperors（吻。纏πo太上

天皇）could　use　these　seals．　The　resulting　bifUrcation　of　imperial　authority

（960）




